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′ヨせ甚旦旦座礁武芸っ旛融的榔触射こ

車宵軒あう。　鶴亀聞損烏廃

オコサ亘上パ強り牒凍結み宥い

人
〆

州
窟
フ摘

世
←京王う軒了

・頼最度寓嬢毎

風食砿阜押し木材射舟木畑亘、

1れ享の通風の勢力勃舶拍瀬

透しえZ∴真空月号的凍ラ区宮子

一二善人し†二。　二JLトよ　って

町てtl周明うれ′き亘、

1
l

l－

「

1

1

1

き、

本庁東湖‾

と書見象の縄明

B庭jT困り

と拙め困

月との動的甘閣條瀬承引上中て漸う烏

骨の一再り禍灸13、刺繍丸正よ＿＿困て毎似て通過、

ブれた現象γあう。

攻Jこ；、水によっ…て妬き毎妻子困る鹿胤と

て・鯉のサのむガリ困月再転け う毒∴L」射畑

挽きあの発動隼　色濃倭偶像困安姐
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦

し

20ンニ20
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ことや5㌦盈凍上と瀾櫛引も地象葺と揖享工腐

控て麻究升象4しけ㍑　細れ亀山l 乱掘巧夜噛

あまう小甘色i片十十弓木像低価、匿海舟」妙應射ち

か間層と車う鶴首骨あ舶ヾ了リ ヽ

元ゾ
て

tのり、番うい射断れ再上場姐困両軸軋嗅

場合甘い　こ甘ノは腰細発楓漸う

ぐ、ぎ∴二守し51の風象頼・甘藍休園に

‥うとの租、卓■こき互～っ！。

朝層L甘う町うり星イ

及物腫旦慨　やⅤ隼し困あき乙要、

エリス十ン〃度捜せ叫線引う巨

l

！

1

－

－

し

あ の
ノ

う

水困剰与上皇て

、ます1－、

ノ上戸守

甘望む畔叙甘く甘木胤鳳∴㈲耳し、再庭庭」山の

凍牒宜や‖サ亘一■再頼∴

冬過（姥嫁，竣風）雁胤叫叫ス

正∴紆項ソ…り雁風に 角働帖畑あ

果寓の選射手巨細工木麿圧宣

腺甘拙、あ亮十、再戊息 両鼠了

L　や＼し、

肺の刷小樽削過匡

勅 高
々

「

■

1

1

－

1

■
＝

一

　

…亘
－
　
　
ヽ
｝

一

　

－

　

一

・

一

1

・

一

二
り

乾のりの蝦堤叫、同軍に万牛、舟周東凍国対

う木方の潮風とセ親
1LJ t

2（）〉こ20
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本邦射れ　のり　の凌鳳と困舟の

に甘うこきときに守十十日、一新組瀬㈲拍抱

フ喜て宵の潮の｝よ湘え

牒座や亘日射飢∴　毒

針4・廠施す蹄風

i　適溜fコし　宵東困う

食品ていぁ，リ書′忘や（骨、雁胤オレム

度史・3甘常山をく室、困9耳う 本月こ
／

t

t
与

巨木っ∵㍉、り．リ軒の甘木コ＿ル耳、国賊困」確蔵

財、絡東上土工石和師樟再梱練轟再再亘塵

老パ上れ守十みtr左い右打か弟 困れ困軋」考

射、再凍後も十十威し風見困一室っ匡

守に戊甘れ牒埼弓張物軒良風さ

フ軒叫㌦　條風宜牒細L

∴土佐困5宮に豆

東上守高瀬矧、

「

l

L

一

・

7
、

．］血
‖
ノ

ー

の

虻「扇こ丁轟音あ

し困周．厘極上」Jl91射6

ぅ刺身困よ困桓ス

う射　踊ら恒困る瀬材
力二

計打て八一一

in

lI　ヽ

10二t

刺歌風

で働斬。

′
0
．
．
．
．

1

た」材究度軋観
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よ…っ

軋与半デより．、！盲9漸t胤、序桓

て瀬介璃ノ軋む尊皇刃し辛順風宮

本字㌦∴甘い在りのイ見胤桂瀬水冷iの 開陳叫凰如二一

・粧い守阜牒甘い症十パオ雁木恒持頬本

木机十㌦再来拍胤離斥師画画轟
丸てこ。　　L r＼」、こ　れら誼ノ粥鬼凋 疎

動封畑甘く…、諸胤′叫冬困、困き」中庸鮎紅り恒

｛頻度木よ皇い亘雷鳥 こ阜牛偏鳩

プ細、耳・守れ守亘木夜風困帝麿

万守㍉九、、け虹すぼ1すさ、既修凧を矧と

温正ノk爺庵の袖を要項、確困血甘い

う≡。

…　こ…の閲魔才解凍困る五極小中畑

柳と子賢し≡了、のり漸轟頼庵鳳、

サ耳目老体胤　をあ甘し、刷机頼纏

木の閥楓′打どの新潮叫矛副えで

再∴こ　の亘り性感薫、小甘、

」連珠高柳鬼は烏断絶圧 十寝汗㍑

一才工場膏也匡腐

二三　　フ　イ　コ　エリ　スリ

’11パ

？▲姐鍋底適」と

の再丁ら寓「打釘

ン困月旦」チlノ辛←LF
I i
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克、T Z“瀬水素う肌一パフ

II　－■

ィ　コ　シ　ア二ンJ二をイL

木勘頼烏亘新木畑冊雁瀬ノト楓弧ユ恒廠

蓋いみ骨折フ証コ亘中再シ色像‡

オ他藩巨木毎度木亘斥藩廃藩

仁針7　2阜〕」叶あ烏汗引力巨・

甘守工‡邑庚、潮困っ

甘酢j了リ宵虎庵梱登ぎ

、、て　∫了、

潮風いた一級告瀬あ…ろ葦の軒Zlt嘗め困。

・フイ　コ　ピリ　ン香色 宗につ、、

′まき　膚。＆。RAJ。亡19㌦√斬

巨戌∴らJL…ろ。

1hl
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のり　マトリクス　とノlt

のりすすへ・て打製されて絶のりとし・て丸

底香る。　雪上　その利和二審して隼、式辞

分明施のりに加工まれう．　ぞ二十、息確本

分の保風東泉に乞えう、如のり、火入れのり、

打よひ・絶のりにつレ、て．水に利すう≒見て‘トリ

クスり眩額＆、B－E Tの晩名草腹式と扱東方

産ベK基ブLlく克明すう。　　　　∴

§1　　束　竣

1．1．大命吸尾登の．剰え

且．試　尤斗

束新見lニ伏試し丁二のりは、裁吋鳳で一息砿

されているのりの皇阜品鬼で・ある十ラオスプ

ビノリ・（為′タ与r4　yeくクビ々∫∠●∫）ぐ一一ぁ万。

のりに∫コ、息姐ガスおよび生産地の外に

よ　って、硯択Zフりテクスチエ了．一杉で÷あまる。

そこてい、のりマトリクスの肢賃、す甘わうり



†4

リ質とノlく分娩属名混線との閣像を加甘たわの

央鹿には、扱う七＼し、質ののり七して烙賀県届

明適えの款昇初吼摘み乾のりと．きた親し、額

ののりとして兵艮泉願ア内題度の分属細3回

摘み乾のリ乙増し、互。　　　　　・

のり賃のノ硬軟月、猛火（370C十王凍複

i k絶のり月の東休々ヾ、互いに劇離し．てき外形

勺†卯ノしうまでの巧咽（汲盈剥組碑嘲）耳鹿関

七である2日。扱う一いいの用とし守一弔い‘鳥乳

剤の剰敏郎和言、朗9　88　ト3丘成し、→の－リ登

と　して用いた試料Z、烏、約4ヱ■∠甜て、l▲あった。

攻に、雄且とノjく分娩為等風紋と▲の関係を

知るための東鹿k鳥、兵虎魚J瀬jl恒刺身み埠

風網叙日射向みり車乞のりと成就Lに∴扱盈新線

啓開盲、約日70秒て－あっ隼
攻k　のりの加塑足且と刃く介玖尾等施線

との朝像をおるたわの東敦に阜　上永竜庵濾

紙紬鋸摘みの乾のリ　ト攻終腺のリノ畑、65…

OCてい3時欄の加勢乾燥と施したの　せ凍入れ

のリ（二弦乾腰のリ）とした．㌢女∴　㍉㍉オ火
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入れのり　を200℃て■一30卸間寓麿烙施した

のり　と兼′の　り　とした。

弓お、冷風綿L′コ　のりの胞i乙照為・

魔易さて久雄鍋のううZl∴　後席する七本3てい

の2・3小月吼冷凍透明k捌く像管守れ九

のり鯛のこ　して－1ある。　　　　　　　i

♭．鍋　遥＿

実験泉の水分調整は　凪娘水泳

て行フてこ．す匂わう、鵜泉分析用

と用　い

楓級　∫L

皇　仁834）と永ぐ、順子久義放して、0，10

タ　20，30（±0．5J OCレこ　ぞれぞl札苅克う

う水公議ルi（a〝〕」直を㌧∴戊伸上no5訪・よ乙げ

0．仁か5　0イ　ニ’’とにn7まで－巧打甘玖確執意

した。ふ水分桑五乙の虎威風度は＼VAxLERう

2りの腹にした可・レ、、ね覇のなレ、中潮の戊瓦に

っし、乙阜　一札年元日ニよっZ値も見出し七。

C．含水量の剰え

約　才．5x　2．S c†詔に裁断し軋み十かケ試
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料を、子れ∴A級九二燭と膿娩娘と虜属した

デシナ　一　夕内で’3日瑠三成且乾腺したくのう、3

正上の綿追及町人っ乾上5A蕗畳のゝ糸底旦ポ

リエチレン敷瓦息に瓜納して　月見の．プ違えて‘′

7日間侃萌して　それぞ’●れり水分剥射て屠横

言でtて．：り試料に†05℃ぐ－3時帆の乾熱

絶息左．托して　含水量1行動した。

仁2．吸浸透ノ且の測定⊥

乱．去．料

火入れのり　と雄のりにつし、て－ユニ　兵庫凛

ノ振子塙凍えの東風調和句碑みり乾のりを、窮

基のオjム仁よ　フて朗色しく綿製し上∴，主上慨∴

畝jいい像ののりとして・ヨ佐賀県孔明碩足り

汎芽初唱摘みの乾のりも、碩し＼現のサリ宣し

て′コ庚虜妓廟j肉適えのノ今風網3匂楓｛巧軋

のり　を、それぞ1－人揉試した。

♭．ノ利息オブム

亜j寸湿度65％（a〝0．65レこ如嘗‘）、
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30℃に組敷L予て藍両区おいて、朗朗色量ペ

朗400再の試料を、且示丸畢　凋戚招0

哺）上に畳ま自町玖透きだ丁二■　計量耳、音

量の製缶再忍めうれ克く有り、噴遁瑳平衡状

経た息する3て●　30秒また′コ5凍上パ畑心行

フた。　なお．容量と開始する璃きて、＼純朴

′コム線化二燭と魂風頻と刺剤した威圧才一シア

ータ　の中二吠崩して、線路強敵と像卑し仁。
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卓　2　　　東験結果

2．1．九分戌ノ且と毅のリ　ヰの水分　　　．

乱．のり項

欽うわ＼いのり笹の乾のりと放し、の耳填1の

乾のり　を薫いて、火入れのり　と規の丑も移り、

それぞいれ乙20℃ZItふ水分房雄乙に像碑斗た

しきの水分玖名草温級乙、Å々Fi9．2十1に

斤、LTこ。　Fi∂・2－1によれば∴水分虎止呵

周じ堵息ほ、乾のりか楓のリセ＼K七＼仇わらす、

軟う机いのり費のオ叶　含水率は患い。

とこうZ∵　BETの水分玖届等塩花′2㌦

次代ぞ●泉わきJLも。

0＝Cズー／（仁一九十日一九十Cえ） （り

こ　こで∴　Oは吸鬼分与の濾狙、甘′よ粛珂

丘て●－、気相の丘もP L L、珂一風胤隼むける

飴刹斤とRとすれば、

凪＝P／R＝α〟

C。±・e∵LP′（（ErEム）／RTi
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丁二rご」、El　は纂一晩尾月にも・弓も吸牒絶、

巨ム　甘易二項名月仇上の娘尾月にお耳ろ現透

繁で′気仙柔射て害しし、。　Lr二がって、C値は

気組分与の吸名刀に閥係すう畳■すみ耳。

肌を晩見辛衝碑の水介根尾畳∴B藩」旦介

上胤称名水分仏とちると、　　　　　弓

β＝肌／B　，凪＝戊〝

71‘ある七＼上（日露13某のように書悠執めら

れて、

α〟

肌日一見町）

C－1

BC BC
・飢（4）

この　r4）琵互燥え′ゴ’、カ乱Lの　了承訂耳ひ潔

二嬢の丑〝　の係数り知をとり、その温敗れも

丘うに遺骨主用玖濾水命題（B）セ庸十一寛ぎ五う。

（う）ぺあ、よひく4）左に基づ－レ、て、孝介与ノ亀

玖点火命偽（JX下、肌0れ0恒er：ML修と射ごJ

おJひM L値左手もる水冷秀抜腹、水食手の

玖尾カの諸株と得るC級と易一庵為 の水分

与の玖展埜（Eり∵と汁眉したと。そ【の線斉且、
／j
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T乱bLe　2－1レて斤＼した。

この絃泉、M L偵IgのりLの鹿級隼かかわ

うγ、赦うわ＼い敏ののリノこおし、て鳥＜；つる埠

向と斉、Lr二項∵　ご射ヨのり肇の牌 に喝後丞

く、加乾の温風K斥じて　すなわち虜のiリて少

将鳥王、楓のソrIつ低く7jる魂句を欄、守∴良二

［1∫コ、巧へ、その釈料kおいて　′喜ば50∵KJ

・伽止‾－　と′jlた。　　　　　　　　i

♭．諸、及

各のりとも追及象如二対すう水分吸虜等

温線の碩句叫珂LHマItあフ玖ので、幸三のリ宜刺

としてFig．2－2J二束かゑ也と玖為永の爾

後と、豊丘Fi3．2弓　に（4）軋ぐ表わづれ

るBETの玖届阜温線も、ふ温度ご七にあし

た。　きそ、鬼頭ののりのML値∴ご値．お－よ

む－E仁の迫等を丁むらLe　2－2　k風した。

F甘　2－2　と丁山Le2－　によ′しぼ、含

水李が同じて－あれば、追及が為い亙ど水分藷

此値わU曽朗する棟内0ヾ払う九丁てやヾ　大きな三見
ヽ

ll
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at　20℃

Table2－1　　　Adsorp七ion proper七ies of Nori ma七rix

Texture Matrix M・L・　　aW C El－EL Ei

（秀）　　　　　　　　　　　（EJ／mol）（E〝mol）

SOft

hoshi nori　　　7．72

hiire nori　　7．93

yaki nori　　7．07

0．19　　17．9　　　7．03

0．26　　　8．0　　5．07

0．27　　　7．4　　4．88

hard

hoshi nori　　6．7j

hiire nori　　　6．70

yaki nori　　　5．79

0．20　　16．1　　6．77　　　50．89

0．25　　　9．1　　5．38　　　49．50

0．26　　　8．3　　5．16　　　49．28

M．L．：mOnOlayer weight of water，　aW；Water activity

C：the BET cons七ant，C＝eXP（El－EI，）／RT，　El：hea七of

adsorp七ionI EL：hea七of vaporizationI R：gaS COn－

Stant，　T：temperature．
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0．1　　0．2　　　　　　　　0．4

WATER ACT工Ⅴ＝TY（aw）

0

（
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．
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富
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）
　
白
日
同
日
E
O
U
自
宅
旨

ら
ノ

甘ig・2－27

Wa七er adsorptionisotherms of hoshi－nOri（driedlaver）．
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Equation of a BETiso七herm：aw／m（1－aw）＝1／Bc＋（C－1）aw／Bc

m：Wa七er conten七，B：mOnOlayer water con七ent，C：COnS七an七．
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Tat〉le2－2　　　Adsorp七ion proper七ies of Nori ma七rix

ワemp．
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0．25　　　8．7　　▼4．90　　－49．97

0．26　　　7．8　　4．83　　　49．41

0．25　　　5．8　　4．28　　　48．40

0．29　　　6．2　　4．62　　　48．28

M．L．：mOnOiayer weight of water，　aW：Water activity

c：the BET constan七，C二三eXP（El－EI，）／RT，　Ei：heat of

adsorptionI EL：heat of vaporiZia七ionI R：gaS COn－

Stant，　T：temperature．
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且舶Jま組の与れ悠いっrこ。　M L値も何級

に温度侃鬼を斉、ユ′まわ＼つ仁。

一刀、C伯の温風依存瓜lコ乾のりにおい

てのム組め目して、演及べ為し、庁ど闇畑亘卜上

また　巨1ほ温度の変化に対して晩年サオー、

本来鹿の温度絶周において周、し＼プ九号、約

50　KJ／Ⅷ。⊥ほどで・あった。

C．　のり　の施規

F車．2－1，2－2、あかいtコTmbLe≧2－1

，2－2　ゎ＼う、周一の合九孝にそれで、丸キ衝

巧る水分藷甚値と地政すると、幸乙のリ十九人

れのり・規のりの喉に火の鬼勧え■叫鳥皇く甘う

こ　とが食う。　ま丁て　M L櫨は乾の小と火入

れのリヒ七t・ほぼ等LL、蓮∴左右したもヾ十旭のリ

ノヨ荊二月よりも　0．5へ仁ZJ亘ど低い也互宜し

k。

一方、M L値i与える　久〟　砲甘、水入れ

のりと娩のりと叫射富、、等しい値ヒ乃木乾の

り　の　そ八よ　り　も　0．0515ど低く　月∵っイ＝【。　　ま
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7二、〔値はのりに温良っヾ加わるほど車さ　くな

る正負句乙斉、した。　友とえば、貿娘の塩及絶

境南で乾のりのC断言絶のりよりも丸きく、

火入れのリ′3両鬼の間の施乙斤、し辛1。要　し小

し、三名聞のC値のえId、促路温風吋烏い将

と小さくなっ仁。：れに対してモ1庖∫コ、

乾のリ・人入れのリ・眩のりのいすれ責も、′ま

は、50　KJ／肌0⊥と′いfこ。

2．2．吸ヌ最速．え

ふのりの吸湿温度lコ、玖夕昆叫の牛マトリ

クス内への水分手の紘敵楓象ZHあると薦≡ぇそ、

良く知られた　Fl。K　の肪敵方蒐おの解と扱っ

て酎適した。　日和コニス打‖与えすれ七日）。

∂J／∂え＝D（∂2J／∂え2）　（ち十

ここて、烏、拡阻定数D　は水色乳腺風J　に

Jユあまり仮名L巧いと収足して、プ　らに、丸

分子乙級長してい′よい度さ　A　ののり叶、急、

1二足力　虎　の水色嵐中れお机れたしき、のり
．1．′．＿＿■－．・＿■ト－　】‾‾‘‾＿　‾二＿　‾　‾　‾．　二　　二二．トー■　▲1－．一1■■一■■■　　　‾　‾　■■■

！
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の南風もヾ　島　巨頭んしてて膿且　工　に曙喝見巧

く到息すうと乱えすると、新顔条萌と媛牒泉

伸一ヨJ又下のよ　うに′jう。

0，0くスくA　においてJ＝07

0，九＝0クエ＝A　にむし、…てJr＝ふ

これ与のも　とk（5）左を解き、暗闇いい㌢で七

のり　てト

量も　∨土

とおく　と

付土
－　　　　　　　　　　　　　　　　　‾

Wの

リクス杓え方向に玖為し久瀬最もの

、玖見辛衡碑におけら吸忍者を　晶

ト亘
れ＝0

－D（鈍り）2冗2

丑2

＝日丈一肌）／川の一M訂（6）

こ　こで、円上　月時間かこおりう試料サ賀意、

Mo　は試料の乾燥貿量、Mの　一3枚為華僑耳の

祇料の質量7－1あう。　　　　　　　　　∃

（6）式のカ且将　士のんきし、と宮うモー1品

2頻以下ペ集い泉と甚親し　七破れ打て、

上溝 e叩（
一花2］〕士

吏 ）　（7）

J路敵え数．pJユ（7J武と史郎した女王じ乙及っ
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て鼻息で－うう。

九（仁一
肋
〟の

ニ＝／旦几（
円め一円土

＝動雰
花2j〕土

上之
（8）

Fi8．2－4　ほ恩就料の吸鬼手癖埠イて・あ、叶

う合火星（付加）とそれきりれJ O O　とし木とさ

の吸湿一曲級～りある。　平衡埠のソZの⊇含水量

に利息すう疇間（半碑期）をfb扱すうと、絶

のり・火入れのり・戌のりの順来、それぎー叫

8分・10戊・J年．5朴と万リ、のり試料七

熱情加えう孔うほど、明渡息度々…＼さく乃る

こ　と机●示されr・こ。

Fi3・2－5　■こおりう丘紙の偵き月、（8）

式のぶ通名2埠の丈の後敵一花2D／宰相掴

すうのぞ－、：の偵机う彪敵え軋Dべ武めうれ

る。訊剃り尽きええ呵－とすうと、のり　てト

リクスに珂する水石ゑ敵定敵は、乾・のりも†見

入才しのりの1・ム膳，旭のりの2．4倍半、きた

火入れのリー3度のりの1．7蕗と甘っ有．
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Time course of wa七er adsorption of hoshi－nOri（a），hiire－nOri（b）
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Dr．灯2xIO‾4（5－1）の似コ、乾のり・火入れ

のり・且のりの願て　仁52　′ト08∴0．∃632

日8．2－6　に・コ、扱ういいのり腰上放し、

のり賃の絶のりの吸笈息見過敵と斤∴し木。こ

の紡泉、吸追風度Ja軟与や＼し、のり像のマトリ

ク　スの方り†太きし、こ　とtペ一介っ　た。　声

2．3．艶のリ車の九の仏学ポテンツヤノレ

絶対灯火（液体）を鹿埠状鑑と至し辛とき

の乾のりに含まれる水の化孝ポテンシャル

（厘）之、次式レこ鼻プいて、水分吸尾阜速ま泉り

デープが弓烏†旦した。の鮨泉とFL甘2－7
に　爪、L T二．

壷＝ノ」一万＝β丁丸盆〟　（9）

ここぐ、／ル〝月試料車の水の化学貯亨・シシャ

ノレ・ノ霊′3線ノIくの仏孝ポラγシャーノレノ　盆〝′冨

永分譲瓜，只月気払え級、丁は絶対温見て“あ
う。
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0．1　　　　　　　　0．2

WATER CONTENT（kgH20／kgdrynori）

Fig．2－7

Changesin chemical po七en七ial of waterin hoshi－nOri（driedlaveT）
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亘は、乾のりの含水李の増加lて頻って号

音射て増加＝こもヾ、含水率七日2　㌃（α〟0．4…）

玖上に烏ちと　増加傾向やヾ線仇に弓っ仁。ま

た、丑〝　0．4よりも低い水分充隼て一府、追及

叫高いほど　互　の砲招JJ、きく′よる【の来対し守

戊〝　0．4玖上の鳥水分乙匠おいてて　十亙十の温

度収布岨叫一硝久する傾向も足した。

§3　　屠　蘇

鼻ヽ
、‾7　ヽ

且．のりマトリクスの敢力孝的腹私

学借手適の束の吸鬼無（El）J3、加熱の属

す克わう乾のりや火入れのりみるい宣告払

のりにも＼小わらす∵　またイ泉劇追及に亮も　各各七

千、月庁■50KJ／れ0上で・あっ丁二。　こ■の値

万　水煮鮨ノ合の2倍産且の入，きま　ていあ耳：と

小5、のりの車の水－コ、マトリクスの旛他基．

に夜風に似た朋し、鹿を作用（つ【ま牛、鋼線晩

透）によって玖透してし、う】ものと思わ九万。

また同和二　人呵玖属する施収息の他三愛甘、

加勢しても∴　侃隠追及叫を勧して十重払亘な
し▲　　J一才
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し、こ　ともヾ斤、ぎJtfこ。

〆方、亭主のりの　C塩・コ、促璃過且やヾ毒し、

鳥∵乙－ノl＼苦く　′Jる傾向互示した。　これに対し

て楓のりの　ど姐にJ3　ほとんど超及脆舟絶叫

壱私め5〝し73も＼っ1二。

C櫨は、e項（ErEL）／尺Tiの和で嵐わ

されもように、玖届腺として云のリマトリク

スに吸為する火公子の為〆鬼と丸の胤とのエ

ネ〟／ダー鼻一‡二間像可る畳でlある－。∴∵す乃わら、

C値の．大ノ」＼′3、水分子の吸為の舜弱オ鳳凰と

有る奴尾線の表面エネルギーの大き．ぎ十十お目む

うも。　しち呵フて、ど値の真如ほのつてト

リブスの他項研鈍力孝朗に変わL kこととえ

味して　おり、乾のり　のてトリク　ス七ヾ、≡火入JL

．勉埋あ、Jひ焼旭によフそ、みかけ上、水名手

之吸塵する絶カを魂少ごてる二七に豆ふする。

と　こうぐ－、モ十　一月幸せのり　と規の　牛と～－●甘ば伺

し●■値て‖あるが、5、九何十巧吸尾且（趨庭産）

の効力孝机も酎コ、烙塊碑の温度程戊七十ヨ東

化し7い、ものも思わ止しう。　　　　・
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このよ）に、城見Jき・の他愛町史わらす■、

吸届膿の他管状灸亀子る弛象月、のりマトリ

クスに璃毎閏能町鬼瓦すうこととÅ唆す5－．

可合わち、加担　′しうとのりの∵乙」上りク‡ス伯

叔鮪して東面嶺を嫡め’、臥水拍肢頂も媚牒膏

う。亨の続風、欠入れのりや旭のリ・のて■トリ

クスーヨ聯凋紙を丸写し、　El　の姐凋守の　彗ま

てい表面エネルギー可成牛すう　もの七度われとう。

聯ノ碍にとも巧い祈れ7g鴫尾を面叫ttす一一ぅ小、う、

その患免で・紘のりのてトリアス∫王　妃ガリと

JL捜してネ割もてIlあると言えよう。

♭．　の　りてトリ　ブスの戴ノ分

軋のり阜承句する東介のうう、適温鼻も

項するi屠り森かつ．乾を量当り約4豆　と

占めう虚像と、封∠4gの偉白簸て・．みる空。

し仁叶って　のりの水分吸点等温線の斬乙玖

める鍔令J十　燵像と偉由敏でtあーうと眉とら　し

う。　二　のう　う、火入れ処芦且や焼地I二鳥って

鴨居蔦温敗の他覚と象れざせる中じの華かつ
Ji‘‾J＝
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低温紳介て・・lユ蚤白鳳、鳥追討企て●一・3号丸l㍉絶

望。川］わら毛　のと眉えjれう。

す7iわう．鳥々80　0Cで一乾の…リ草加艶し

ても、伎廿I5拐／うどZい後尾常温を緑で庵尤L

久こ　と、為千二．比のりのM L値もヾ、乾‘の十十よ

りも低い伯も足したこともヾ　の鹿触て一・みるJ。

且常、私産水量の鹿射3、80℃旋風の

で・柑変化し′い、七で、のりの色素儲包周章の一つ

で・あうフイコエリスリンツの女腹温度か甘利画

して（某6車を参照）、僚名家耳か0守守女

他年る　のと思われも。　蛋白酎3座を鹿膏

うと、そのノ摘ユ量も戊JPさでて威火吋他溜宣

勧了二に線路巧ることもヾ知られてし、1う25）

一点、康のカラメル化ノえ舟の側甘め亮よ

うに、施のりと乳且ううときのEト80－200

0Cの温度煮付鳥、鹿賀を十分象れrさせう…う。

楓のリノコ、aW七〇～84　にお小て水塊姐展

雪温段差ヒステリシスか絡めわら・れ　十膏り

マトリクス軒般水腫みよひ働瑚肢に乞…LL、璃

ノ合、ヒスラリ　シス軒大き　く甘うら　こ∴と一…、e乱－

■

い

l
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コンドロイ　テン娩娘と使った実験で‘魔やめら

れていう27ミ　ニのようねヰイ恒、j∴比の、リ

K7J、て－コ、鹿の塑変粗も玖堤に強ちも軋懲

りを仏に関与してし、ろものと′写、掠木村。

とこうで・、硬い項ののり13玖　仇し、風の

のりよりも　ML植わヾ低かった（．T諭し已…2－仁）。‾

これ・コ、′硬いのりもて．の　の磯雄就舟木木フ

ィラソの顔水化成鳥7－tあう　うノ6－了ン上げlコが

ラワトース互、よ　り軒量に今風する十とに
2り

蘭′像するものと′誓・われう。　とこうd畔∴咋L

櫨と平衡してし、う　aw櫨と1C釦二間し辛は、

軋眩傷ののりに鼻翼互栗、めるこ七永て1、－ざ草■へ

このこと′コ　ケ、巧くとものりヰにノ3LO凍⑥後

席鬼するポルフイラン七で、水の城尾鬼象に耳

目　での他愛と変化する先付と甘巧守眉巧い

ことも尽していう。　す存わう、の宜マトリ

クスの射こ紆巧う踵俊一3、鼻水伸二∫3度由後

の水分晩届・て関する赴像あえ威してし、耳もの

と煮え　られう。

吸温風且伯、のリ　Zトリ1クスリ朴新木淡呵
H l
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劇玖し　てゆく速ノさ．あうい13吸息にLも巧フ

ての　りてトリ　フスセ†頗濁すうえ雪で　ニよっ・く

凍えされろ。　また　火入れ剋理鼠風の追及

（50～80℃）によってのりの略言逐速舟木l

断線に仏下し、小つ碑絶写るこいつ上8…0了C

よりも促し、温度巨あ、いて不可淀耳亘再かむ血豆

超す就食わ†属且するこ〉とも息女し辛し、木．

このよう弓ノ捜頑も埼っ武弁・コ、密事頂オ凍守

と煮えうれう。

！

＼一、、
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§4　　寡2孝の蛮鯵

梨のリ・火入れのリ・且のりについて、

水介頃為畳と埠線良風も剰えL仁∴∵守の炎

采とそれモー1れBETの吸通年過へと市。K　の

扱敵方靂塞、に塵プいて．解斬して　のサて亘リ

クスと水介の喝像、逸かにのりて　卜十フ宴スの

ノk介輯杜l二珂香る加坐処理の影響にjlいてれ

下り知見を得た。　　　　　　　　．

ます、、教わり・火入れのり・乳の・リり三

周とも、周一水耳元眩Jておりうそ錦含水量高

教う机いのり夢ののりの方。埼小っ王。　し

かし　BETの孝介与月頃尾水分仏心、のり

の欣畝に関わリアよく、加熱典租も壕すうと滅

ノタ、してこ。

射て∴机二対すう、玖為嵐の東面エネルギ

ーの胸腺Lr言うC値もヨ有．のりて守■リクス

月＼加墾されるとノ減少した。　書下て∴範のリり

砥用戌塊の遁及べ鳥い凋ど小才′値と足し

てくべ・栗入れのリあ、よ≠・且のりのC塩′招急‘ん

ど過度受払ヒ依馬L′い＼った．　こ減ら・召、
■ゝ－ノ‾…■■‾■　■■▲」J、‾　⊥　‾‾　‾山一一‥一⊥J‾一山一一一－一一‾■　‾　　‾‾　　　■　　　　＿‾：　　一　　　　‾　　　＿■　－　∵∴　　　　一＿＿＿

・一　　　　　　　　　・
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如絶処チ旦に　よ　っ　て　のリマトリクスの泉敵エ

ネルで、一軒頭サして．水分の後尾略も仏字壬

で－うこ　とと真珠していろ。

一斉．為一濾吸透偵子の玖尾牡　El亘、

のり9線艶かJ－ひ加幽処碑の角七、森いiJ十線

塊追及に関わり′さく絶えと一息値も尽した【二

と月一　九分　と　の　尽議員りノ比後の瑚條ぺ．の

り賓や郎後退艮′て昭促し′すいこ亨む兄嫁守る

ものと思われろ。

玖上　　値と王　櫨と巧周東や＼－、ノtく介

iり鳩尾Jき、の杜簡吋象う琴■●k唄尾泉徳一の膿賃

可一女虹巧も乳魚用、のリマトリクスに腰凋亀

があり、加熱処確と愛りうとぞ巧軋力木見′J

われろこ　とも尽　し　て　いうものと思わ新しろ。

す布わう、火入れのリ半舷ノのり′∂奥の力と比

酸して、射て対してネ庵服射宣教と廃っiもり

と思われる。

水に対巧うのりマトリクスの暗後亙、そ

の主音床分rある牌笹と壕由後考り1郵あ風味

ずるものrtある。　とこうZ、■∴針0－C減守り
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火入れ鞄埠をしても、のりてトリクスの蝿後

半宴亀叫為ること月と、月＼ら、Zの戌国風介∫ユ

蚤危寛Zl－あううと各われう。　3才工娘蛇に

ようのリマトリクスの此智の象亀木　身K月

琴う複名後みよか・凍り膿質の象仏訳耳痛まれ

てい　うものと畏イっれう。

‾　‾　　‘■、’　■‾‥一　一　一一　一一L■・・　■　一1一　・、・一・・・■一・一・・・・一一一一一■■－→■一一－一一一■・－一、一・一■■－■一・ト＿
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第3阜

アスコルビン娘の分解とノ軋

匪のりに倉皇孔るアスコルビシ舷I乱　史

融の激しし、殊介として如jれてお十、保風条

イ千のう　う、頒砲火介の適加に伴って恩 に分

解すうう′9′一㌧∴十祖二食品の武弁周、孝

介与遁後尾水冷武鑑にあうとき泉も■痘足守・考

るとされるべ∫り、アスコノレビノ娘の鳩小言、

完2皐に舟した乾のりの尊命子β玖尾水分塩

（含水率6へ8ス）lておいて、亨でK介線明

渡行、辛であう5′9㌦

そこでÅ鼻において－3、水牙桑坪と過度

凍件と食えて、衆のつり促風宮殿丘宴度し、

了スコルビノ娘の分解孝動、ちよひ●分解風周

も朝うや＼ドして、久ふ遽Å乙もとK、ブスコ

ルビン娘も涼風に侃存写るための思温水舟充

用の兼封と行7日・　圭∴　BET式によう

乾のりの孝介手摺玖点人命低可、、ア…スコルビ

ン娘の最良促鬼女介条件ヒ′1′言うカ心像乱を

●．
●　　l
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克明して、早分与牒鼻音風の眉え五五鹿討巧

う。

§1　　史　験

J．仁　ノ鳳凰克美、

乱．乾のりの長期侃風

兵庫県屋のナラワスプビノリ（戸∂｛恒也

禦♂eが∠・∫）を虎嵐として、塊路線且・十王、帝

ブムにより自動遠苔軋息磯五戒軋し辛孝之の万と

した。　乾のリー3、二攻略煉英旦（」、けゆ万

大入此処捜）も鬼さす1、カ及のみを丸い七号

偽絶腺L仁のち伏試しTこ。

ノメロこ、乾のリ，コ、約　2メ　2三〇宣扉I二束瀦

したの5、十gをイ阜促として■7㌧牟礼でっ息

前章のこいとき額屋免の入って，い一う頑息子日ソ守

一夕（忽量、封3⊥）内に凧紬した…。　胤風

糾問′3　6い月間ととZ、射デイ　と月二、、とに1

畢危プっのりと姐リムして、絡7才コノレビ妄ン

娘の足長に接した。　促廃品且1ユト5；～卜8

℃て¶あっrこ。　鯛プ星邑tコ、水分鬼施シ（αル十の
－」－→▲－ノ・▲・・一▲‾‾⊥‾■叫◆▲‥－⊥■二■　■‘‾‘⊥．‾＿■■‾‾■■1－十一ヽ一一▲■・－」・一・・▲一L▲　一一一p＿■「二‾‘＿二＿．　‘‾　‾　　‾⊥　‾．　　‾　■．　＿＿＿一－－1▲一．■■＿トて＝＿し＝＝二＿＿＿二一一ヒ二＿－．山一■

i

い
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櫨てい　0，0．1，0．2・0．3，0．4，針6　　の

占役楷とし、また級友良斬乙は、ガス塩酢胤

を局司う了ノレミラミネート観のぶり…工阜レノ

免（OPP－AユーPEゑフイルム，麻里正約

1．5　dJ）に、飲如銅気息刹（三菱風塵本学

斥工乳）みよひ転成剣の声及ととも一二十止廃坑

刺も」阜侃ブつ入れて、加勢属

しrこ。

Iて】よ甘鹿妻寸

♭．終のりの短期侃胤一工　　】

舷袈泉月明魂えのナラフモスクビ妻ノ才を尊

ルー二より坤臥し仁。う、直ちに宜吸J二料した。

捏わう、一成乾娩のみ互施し圭乾の…リ，乙射

2x3　レ爪2に裁断LT二のう・、α〝た0…タ0．05

，0．1，n2，0．3，0．4，0．】6

九号－●丸顔夕量LTて　イj A風量のノドリ

虚聞鳳凰二収納　た。　侃風ほ　t

の緒所におし、て10週周繰りに。

α〟　0．2　ノ　0．8の萌己にlコ娘泉

‾k。

，0．8　に　そ

工耳レン軋

3～室150C

乃∵打、

酢乙…と扱け

′t、
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C．乾のり　の短期債風一皿　　　F

佐賀県丞明魂左のプラワスプビノ月と韓

誌1こより叶観したのう、違う主催試し匿。

拭抑よ、朗2x3C正の大きさに就漸

う、aNクと0・0．05，0．了　′　0．≦2十蔓0．4

0．6に甜湿した土産の密閉弓各息l二 烈勾し　て∴

それそいれ皇10，2　0　′　30‘（土　0．～5【）℃をの

もとに、8凰和泉風し†二。　始期低廉東蝮てい

一言＿　了スコルビノ娘（違え型）の思量耳目風

聞ごとレこ行っ千二。　　　　　　　　　　l

れ　施のり　の侃鹿

象知県三珂凍えのナラフチブギノリート風

見とした乾のりと、7司的のりAJ5b＋180

℃てい5叶錦、訊外紙朗乾して焼粗目こ纏のり

とと伎狐LT二。　融和言そ勺6x6亘れ2位裁断

と仁のう、a〟　ロ．い　0．2ク　0．4、，0．き6車誠

浸しr二㌢シナ一夕内に収納して．戊足守で各

水分尭眩巨手衝き亡た。48枚、嵐ち汀2．15

此　のプー●リキ乳麻各に細堤薄みの斬料と勃こし
‾一「一■■←－一■、－レ一一■－一一一」一　　㌔■ト　‾　　▲▲　一・、‾‾　‾‾－‾‾一一一一・－一一・一一一一一「　－－・一一－、r・－　－＿－＿－■■－．．▲－」．－．．r

J
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て乳思し、20℃て－■3b＼月瑠イ泉威し丘。

1．2．　ブスコルビン級の足・呈

フ　ェ

乱．諏亀有よ扶一足量　　　　　　　　…

アスコルビン晩の息宣I3、2，4才ニトlコ

ールヒドラジン（DN P）玖28）に侃

っ仁。　す合わう、訊料ののり≡20ミ0」40ィ0

γ帰　と、5％メタリン姐濾鬼と麻し、十、雄々

し一条射二度新通座、LTこのう、学の嵐・し、耳思料

も．50　竹上の見雇にして、沌　2竹上　五重DさN P

試製との泉長にイ具した。　反応条件tコ∴37

±0．5℃、†80令であった。　丸吟訂よっ

て反応乏序皿したの5、85　劣／軋娘藤 む頑

いて砿ノ】い　発色三七、52　3．5　几札に．おりも

吸え鳳を測定し千二。　廠星組は、璃線試

いアスコルビソ娘几牒し、て一作就LT二。　羊甘お、

定量の都丸、操車アスコノレビン頂鮎蕗鬼と凋．し、

て、DNP丸応、の発色牢と丸め一、舟吸胤庵と

補正しr二。　ま了二、温風也了スコル亘鳥パ晩Iユ

絶了スコルビノ功紅と線化軋了スコソレピソむの

ll l
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鼻て㌦泉わしr二。

♭．鼻遁クロマ卜γラフィ十十　】

のりの5％メプリン絶通史、卸轟立木

了スコルビン楓のル邑定量と境港れる働賃‘の

項曳i∴　シリカヤーtノレ（シリカ　γ、ル．針0：MerCk

紅軋）の見場クlコマトゲ・ラフ小一29）に悠って

検廃してこ。　す′よわう、ますl‘DN P潅木の生

就均え雛組エチル′で一全量劫ぬしてこ。十妄こわ

放免と滅且膿編Lrこの・う、トルエン＋才亘ト

ン：5鴎経線火線丸（＝2：仁：J）／vj

の混合風上遁あ用し、て上昇凪で鹿閣し辛さ。

屠ノ藍を軋絶後、ふスポフト左姉娘工jル々毎

弘し、それ￥・tれ乙85　叉ノ絶適釦舟 て“動乱させ

kのう　璽収入へ。プ　トをル赦」強ま†し甘。

3　2　　臭腺紡泉

2．仁・長期イ嵐巌の塙各

α・了スコルビソ晩の分明　　日

収絨した紘のりのBET阜合す舟東尾久
l
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介値（MLイ息）13、6．9％（a〝0．・17）であ

っ千二。また、CAURIE30‾32）の白紙晩尾等強

力二七＼う書十宜Lr二幸仝含水率ほ、7．3％守守飢

0．2）で、あっ仁。

ますい、収証した乾のりの了スコル七、ノ虜風

合局量・コ、幸三のり乾均100gサリ2、4…0∫

仇g7－■あっ仁。二の適と■1050と宣Z終了

スコルビソ楓の往各年と水食鬼収鉦よ諒イ暴風

期間との覇イ泉もFHトj一日こ斤、LTこ。守サ

わう、アスコルビノ敗の分解は水分施漣の増

加とともに詣敗血軋伸二血行Lr二。欣喜とえ

甘、α〟和0邑てt一・3、イ私儀開始後6▲小丞亘後

乱した埠たで、、朗85gのア入室コ・ノレ巧打姐ザ

緑風Lkの巨対して、aN0．十乙では十本J弓

碑再勺40％の、3千二ヨぺ＼骨相て・、′コ約守5ガ

のアスコノレどこ廟離してノ分・角卑しに二；㍉鳥‰十0．g乙

に侃厳し・rこ乾のつり均ふ′上∵仁丼過麺月う

以赤目こ、了スコルビン線の碓席孝甘∴当朝の

1／巧玖下巨なった。　きた　長一水分 Å且己　と

もイ見風開始後3小月玖蜂は、了スコルビ・ン楓
・．日　一　■　一　・一I■－－■■■■▲　　　　　－　■■・■・・・、▲－■一一　　　・一・　・一一－■－ヽ　　■一・■・，一．ヽ

、
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の介格塩見やヾ急風に減小＼L rこ。

b．見過水分条作の線直方玖

乾のリサの了スコルビノ娘再、粧し庵玖

下の水分尭杜て■－ある∴N O．1且1二十おトい、て　も、

大　き　rj食餌と巷　L rこ。

ノ組も最も　をえに促巌す

条件の′絶えと玖ふた。

ぞ：て、・、了ス盲コ木ビ

ろfこわに′針専守轟軒令

‘絶定秀男、・コ　成下の

風リマ一一ある。

ます■．図上（Fi3．3－日も＼弓

ZIて∴お・75イ生息のアスコルビン線番鳳摩．につ

し、て　ぞ肌で打てi摘すうイ泉風日数乙姫める．

了二ヒえは、アスコルビノ晩の往甘辛5毒O gり

線武、飢′〔日，0．2，0・3，0・4，0・－6己

におけるそれぞ・れの介解一拍抱え宜行頼亘

舶討写る強風期間毎、それぞれ79　日、三42

8、29　8、22日、J6日で■ぁう。　才苓

わう、これよりもイ泉風期間。ヾ矩小月れげ∴ケ

′j　＜　とも　30　劣のアスコノレC●ン絶lヨ成鳥守れ

るこ　とに′よる。　同線に、40才の嫁合Jコ恨
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巨　　5　7　白

目　と′j　う。

期Iコ順に

、35　日、21日、17　8、12

珂しく、50男、す包めろ孝珠

418　　2　6　8　　才　6　8　　　才　2　8
ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

9　日　と′jう。　　　　　　　　　　　　　　　、

攻に　：のようlこして絹与．れrニ強風す鶴

｝ヨ粗の色艶と鼻水介刹i乙ににおける常乞？牛の

キ衝71く令量との囁像をフ〇・コットしそ　自3J3⊥2

を碍ト。　二　の丸軋アロ　ット　′コ　それで木月（■

私有巧且統杜と矛、したのZ、∴　最小ミ白魚法主よ

って　で凡そIイtの追鈍の札も定めて、頒軸七か月

の腹を封逢し†二。　薇軸初出3、ふ相馬孝J二

つし、て　アスコノレビン楓の珠．存白組吋牽，吼え、

す勺わう最良略儀水食隻を各線する。　rこと

えげ、含水牟b（4．7乙　ガマ糾あルコ●1長潮強風ヰ

ぐtも、紅のリサのアスコ肘ビン晩の循耳卑／乙

少′よく　Lも　3　0　だ」吹上にイ丸っ　こ　とペぬ乗る」

往鬼奪40万の水琴に対して・コ、食永宮守

左60　茅、呵∫0％に対して　′ヨ牒ト4．55茅もヾ

得られも。

このよ　う辛」そ定めた卑見仏尉日払と捏
言
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Fig．3－2

Reciplocal plo七S Oflife time of the七0七al ascoTbic

acid derived from the curves shownin Fig．3－1as a

funC七ion of the equiiibrium wa七er content
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弟孝との吼棟は、昌か3－3　に斤、Lrこように

一二えの朗唱とれL r二。　綾乃、推考李100

ガへの外碑仏13、4．t　4声　と克っT二。

他は二㌦‰　0．05　とノ平衡する腹である。

の

．．k朗促巌の場合

乱．　アスコ／レビン娘の公租

イ共試Lrニ餃のり　のB E T礼によ　るM L隠

′コ＿　7∴3　g（α町　0．11）マーあ　っ丁こ。　　ヨ　仁、

安雄開始碑のブスコルビン絶食局旦・コ、乾の

り乾物lo o g当リ　550．3両　であっTこ。

長軸條嵐の夷廃館泉も＼ら、それモー一九のLお仇れ

次ノlく介夕嵐メ如二も小かわらす●、アスコノレビ，ン番え

の介粥叫Zへ3b＼月の間にほぼ碑JLす、るま：と

や、侃鹿の最適水介塩もて的4．1〆（aW0．05〕

巨　ある　こ　と勺＼1明らむ＼に′よ　ったのく一、、水質凍碑

に勤r二に　α〟　0・05且も奴げそ、†0適．碍乾

のり　と促厳し　　い風間ごとに還元型了スコル

ビノ絶左足首LTこ。　その蛮泉と打8S・3－4

，5　に斤、した。
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ASCORBIC ACID REMAlMNG（％）

Fig．3－3

Estima七ion of the water con七en七　for　七he safe s七Orage

of七he七〇七al ascort）ic acidin hoshi－nOri（driedlaver），

Which was given by ex七rapola七ion七01009乙remaining．

Logarithm plotS Of the water content for safe storage

as a function of r・emaining rates were ob七ained from

intercep七s of the　七ransversai axis of　七heiineeノr Pio七s

in Fig．3－2
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Fig．3－4

Infiuence of water activities on the destruction of　七he

reduced ascorbic acidin hoshi－nOri（driediaver）S七ored

at13－15Oc．In七his figure，for exampie，100秀remaining

levei for the first week of storageis simpiy written as

iOO（1）．0ther remainingleveis and storage time are

abbreviated as the same manner．
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The rela七ionsh：亘・between the destruction of the reduced

ascorbic acid　and different Wa七er ac七ivities in hoshi－

nori（driediaver）stored at13－150C．
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日日・3－4によれば、後胤期間と晶して

最も鳥い往粛孝とふLTて水分鬼止aIa、a〟

0．05　邑Z一一あっr二。　二　の偵句l3、侃巌期間

i経る　ほど鋲弟に月つ　た。

短期侃巌におけう最適ノlく分泰西－3　長期

体裁の娩て■一姓へ、ト風教フ○ロッ

ト　合来季として　ん16先（

虐∴さ′した。　風攻の風紋プ〇一コ

水分量への外耳奉フ。ロット　と、

ト　の手法■左伺い

吼ル0．02）とJ吐

フト　ム、よ　加・最良

それモー●れ　fi針

3－6　と　下鳥・3－7に斤＼した。

♭．　アスコノレピソ娘の分解と絶泉

地線条剖（free OX′∂eれαbsorbeht：

F O A）の肩車によう　ブス　コ　ルビノ娘．の托見

辛の女化も、千一g・3－8にふした。　下OA

もを1人した泉の線素介且i一つ、嵐えぐ　0．001

7－　あっ　た．

戊ル　0．2　五よ∵ひ0．8　の南水分之とL　他

線東北産下て－1′コ　ア　スコルビン娘の命碑∫コ大

き　く瑚糾されf二。　し机L、この叩糾劫泉は
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Es七ima七ion of the wa七er conten七　for the safe storage of

the reduced a，SCOrbic acidin hoshi－nOri（driedlaver），

Which was given by ex七rapoiation t0100秀remaining．

Logarithm piots of　七he water conten七　for safe s七orage

as a function of remaining rates were obtained from

interceptS Of the transveTSal axis of thelinear piots

in Fig．3－6．
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息仝てい∫ユ′まれっ仁．　可匂わう、F O A左イ番

所　した　α〟　0．2旦一コ、未収周　の　aw o．05　邑

と　0．1乙より　も條風虻は後れてい丁てセヾ、それ

ぐも10鳳間に月、約33　Z　の了スコ」レビン

絶b寸分絹　した．　また　　aW　0．8　乙において

lま　　7　0過．間に約58％　の了ス　コノレビン絶叫

命綱　L L。

二　のよ　　巨こ、F O A　と使璃　した均合にも

7スコルビン娘の雇え眩－3、九番の乃客に左

点さ　れrこ．

C．勢力ノ手頃パラメータ

自9S・3－9～11に、促廠温度10，20

，30　℃J二お「J七了スコルビノ娘のノ分解息匁

も九分元Å且乏二㌦ヒレ∵風LTこ。　こ　こで、．各温

風′二おりうBETのM L値lコ、乞　しそ・●れ75

％（仏〟〇・12上　7．2完（α吋0．†う）、7．3れ

（α町0・15J　と′い乙、温度象仏に対うう後

席軋J3、月ヒんど弛めうγし′ユわ＼っfこ。

了スコル巳、ノ娘の拐郎旦えーコ．温度かよ
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The relationship betWeen the des七ruction of

reduced ascort）ic acidin hoshi－nOri・（dried

laver）and different Wa七er ac七ivi七ies（aw），

S七ored at10（土0．5）Oc．

aw：　a宋0，b＝0．05，C＝0．1，d＝0．2，e＝〇・4，

で＝0．6



65

（
S
芯
巾
q
ご
p
㌔
）
　
q
l
U
く
U
H
m
∝
O
U
S
く

0　1　2　　3　4　　5　6　7　　8

Fig．3－10
TtME（week）

The relationship be七ween the destruction of

reduced ascorbic acidin hoshi－nOri（dried

laver）and different Water ac七ivities（aw），

S七ored a七　20（±0．う）Oc．

aw‥　a；0．，b＝0．05，C＝0．1，d＝0・2，e＝0・4，

f＝0．6



（
S
芯
巾
q
ご
p
㌔
）
　
凸
l
U
く
U
l
血
∝
O
U
S
く

0　1　2　　3　4　　5　6　　7　　8

TIME（week）

甘1g．3－11

The relationshipl〕etween the des七ruc七ion of

reduced ascorbic acidin hoshi－nOri（dried

iaver）and different Water ac七ivities（aw），

S七ored a七　30（±0．5）Oc．

aw；a甲0，も＝0．05，C＝0．1，d＝0・2，e＝0・4，

f＝0．6
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みい水府禿止の上考にイ希って増大しrこ．　この

分碍月∵下再S．3－9～t t　呵丸首よ　うに時間

に対して　且紙比と泉わす　ご　とも＼う、－攻反応

娩式日二晩う豪のとよむせた。　ぞこて、、息級

のノ碩男心＼与　反応速．見え数（久）乙丸めた。

TabL已3－1に、東とQt。（＝有．t。／右：

丁は温度）の値と風した。　この終泉＼いづ

れの水分テ須1己とも、像風追及や††0　0Cエ雪

するこいと′こ反応直見畔2～3倍に了よ．ること勺ヾ

分った。

F甘412，3、し、わめも　ARRHENIUS　フ○ロ

ットてt、ある．　山小鬼∴と」私見（丁‾リ　の喝に一

二え武の瑠ノ挽けヾみ　♪したのて－、アスコノレピソ姐

の介喝久／乙、に明石与、み0＼けの尭此fLエネル

ギー（吉見J互、よく知られた　ARRHモNIUS　の武

動れ玖＝ノ帆八一差止／尺γ

小5舘宜　し仁。　こ　こ　て、、、A′ユ史級、尺は気

体足軋、7．月絶対温風て●●あう。

二　の値と　も　とにふ水．介ラ鳥旭丘に　おける　ア
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Table3－1Ⅰ）ependence of the specific rate constantS On temperature

and the activation energy for destruction of ascort）ic acid

Rate constants（kxlO68－1）　Ratio（QlO）　　　Ea★

100C　　200C jOOc k20／klO kjO／k20　（KJ／mol）

只と0　　　0．0436

0．05　　　0．0285

0．1　　　　0．0620

0．2　　　0．148

0．4　　　0．j74

0．6　　　1．11

0．0921　　0．156

0．0619　　　0．114

0．120　　　　0．244

0．304　　　0．567

0．932　　　2．51

3．38　　　　9．75

2．11　　　1．73

2．17　　　1．84

1．94　　　　2．03

2．05　　　1．87

2．49　　　　2．69

3．05　　　　2．88
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★　　　Apparent activation energy for destruc七ion of ascorbic acid

WaS Calculated from the slope obtained by aleaSt square3

method fit of the Arrhenius plots as shownin Figure3－12．
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スコノレ巳∵ン歩度の分解反応に閑可　も魂Aをイbエソ

タノレビー変化（d日干）、元ノ法化工ン「ロビー

変化（d Sキ）、かよか鬼ノ注払自由エネルで〆

変化（d Gキ）と、法式にL rこもヾって汀宜し1こ。

dHキ二と之一尺γ

d Sキ＝rd‖キーdGキ）／r

dGキ＝尺γ・胤（鶴・7／机）

こ　こ　てい、AB　は　B。LmANN　定紋、丘Jま、

PLANCK定紋、々／コも休息敬、7月絶月温風、

強は反応速度え扱ぐ－ある。

こ　の糸島晃と丁＆bLe　3－2　に　ま　とめて　斉、L

Tこ。　まてこ　ふ温度にむける』5年　と雀水琴

の関像と自針3－－3に、20℃におりも

dGキ　と71く分譲仏の閣使え自3・3－－4・∫こ斉、

L r二。

下鳥・3－′3　二よれは㍉　d S寺　の大き∴ミ」王

手とのりの冷水キト挽丞して、温度変化に′コ殖

えと最う響ざれ弓や＼つ仁。　d Sキ　∫3、本夷級
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Tabie　3－2　　　　ThernOdynamic parame七ers for the reaction

Of ascorbic acid destruction in hoshi nori

dHキ
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dsキ

（e．u．）★

0　　　－55．6　　　　－55．5

0．05　　　－53．1　　　　－5〕．1

0．1　　　－52．1　　　　－52．3

0．2　　　　一51．1　　　　－51．1

0．4　　　－32．5　　　　－32．7

0．6　　　　－22．1　　　　－22．2

－55．8

－53．3

－52．3

－51．2

－32．7

－22．j

★　e．u．；Cal／deがmol．
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の水冷条件に夫いては　常に　乱了、lあっ仁。

ま　仁　戊〟　0．2　互．塊に　し　て水冷の増加と　とも

に急激に通人Lr二．

d sキ‘L d Hキ　ロ水煮の亀朝に珂しく珂

Ll一棟句の各軸と斉、L巨。　両岸の嘲條I3∴攻

式日ニ斉、すよ　うに孫敵正の一次克てpをわマれた。

この紙泉　d G手　の餐仏べ、3kCaA／机上

経度のtまい絶句に押し込－め∴ら才しう、いわゆ

る補楼閣像彗t絡められた。

dS羊　＝0．00406・dHキー9．80（20。C）

dGキ　暮コ最大値と戊〝　0．05（平衡茂永

年4％）∫＝斤・L、Jh′　0．1（呵6，3第）七＼ら

飢〟　0．g（伺17．37乞　いていけ　て直線的に減

少　L rこ。

アスコルビン娘の宿直ノ且に対す　うj温度と

九分の閥孫とF朴3－はtこ永Lrこ．　こ．。感

γは　介終息鬼巨戊／富一十乱度と水分の斬省可

それど‘れに単調7－113ノ写し、二　と可t元ざれ医。す

匂わう、aル　0．2　a塊にしても水分錦城Zl●J3

温風も、よ玖l水分の上眉に伴って、アスコノレビ
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0　0．10．2　　　0．4　　　0．6　　　へ▼

WATER ACTIVtTY

Fig．3－15

The relationship t）etween water activityI temperature

and ra七e cons七an七S for　七he destruc七ion of ascor・bic

acidin hoshi－nOri（driedlaver）．
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／線の分粥叫患う　しく促＿逢されr二。

Ta♭Le　3－3に各温良二、、との　盆〟0・05に

おけうアス　コルビン娘の介的速ノ鹿足畝も　t　と

I rてときの、Å水食尭杜色におりう分解温風

息級の比」と斤、した。　これによると　β〝0．2

玖下の水塊束比良でtは、凪の射ヨふ追及とも

呵しい大き　さマ∵あっ玩べ、高水令色Kおし、てJコ、

温度の上等とともに急敏に′盛大L†こ。　友と

乙／で、50℃／ておいて‘コ、　飢ル　0．6　且の　ブス

コルビン娘月　町　0．05　且よ　り　も　85庵の且

Åてい分解した。

2．3．　人大凡のり　および規のリサのブ　ス　コ

ルビノ娘の介稗

Fi9・うー16に、・aN

と久入．れの　り　の了ス　コ　ル

度の閻軋とし乙j㌃した。

に楳慮1小月　員　と　う。＼月

0．1に手い十も・乾のリ

ビン楓の往舟孝と温

ま錠　下鳥．3－！7

由　仁おけう乾■のりと

路のりのアスコ′レビン娘の往凰孝の変化乙、

火事の惜敗と　して糸した。
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Table j－j Ra七io of kx七o ko．05

Temperature（Oc）
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Fig．3－16

I）estruction of ascorbic acid in hoshi－nOri

（driedlaver，OPen SymboIs）＿and hiire－nOri

（hoshi－nOri redried by hea七，Closed syml〕01S）．
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Fig．3－17

I）es七ruction of ascorbic acidin hoshi－nOri（dried

iaver，Closed symt）01S）and yaki－nOri（toastedlaver，

open symboIs）stored a七　200C．

A：l month storageI

B：3　mon七hs storage．
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Fia・3－用によれば、0～300Cの絶屈

lておいて、火八才しのりは乾のり　よ　り　も約20

か膏と∴　アスコルビン敗の循五年叫ご為し＼。

77ごL、含水率息ヨ　火入れのりの5％k対し

て、乾のつて・∫〕5．3～6．6劣と旬月＼つ仁。

き∴良・自9・うーげによれば、長軸。侃風

k∴おいて，ユ　規のリサの了スコルビン娘も乾

のリ車のそれと回し・水分線番杜をふL、相馬

卑仁保席ポロトト関して月、両角の周ド尾翼・ユ

ノ絡められナj勺＼っ†こ。

§　3　　鷹　家

久．最風促風水命条件

sAL…N‖）によれば、食品ほ　の含水量

叶革命チ牒吸着水分量、（ML砲」レて卑しし、と

き、嵐も雇虎に條点されう。　本妥鶴の場合

M L砲口　6．9　％　左J　ひ・7．5ク乞（av O．Il～

0．17）の鼠圃て叫あるいう、イ尽風期閥ヰの硯

楓の水相互　と〝〔‖　～0．2彪鬼にイ泉華すれば

雛のリ年のアスコルビン娘を分解いう保温てり
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きる　こ　とに弓る。　しかし、新見オ　レ　ンジ・

ジュース車のアスコルビソ娘の場合35）と何

級に　乾のりの塙谷もM L埴苑度の乾塊でl柑

促鬼にネ十扮ZHめり、暮定′J依馬の十わーこ■lコ、

水冷頒塊を篭れ城下にするダ各叫あっTこ。

この嵐底水分鹿角を鹿えするたわに、草月叫■

薦来した方法によると　そり値tコ　aW　0．02

へ0．05　と′い「二。　東経に、アスコルビン

娘は　戊w O．05′こおレ、そ、釘ル合0ザ0．1よリ

モ音克て・㌦わリ、貨局の地底方舟の届如浪々ヾお

ごJLに。

♭．見過水分条件とM L

食品ヰの恥骨のタタく一コ、

嵐も軍産で・ある．　L。、L、

L砲口みい弓の砲で－あって、

の関像

n L櫨の　毛　とて〝

B E Tによ　るM

了ス　コルビン級

に限っても、雇え條巌りfこわの水分糸井と　し

て　口、日暮に7言　う′よい　こ　と叫克さ片した。　　そ

こぐ－、風月疫守一′コ、ます一了スコルビン壁晩り侃

赦哉通水介鼻仲とML値との礪孫と硬鋼する。
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F甘3一拍　叫元号よう一二・d G亨，コ、

哀願的に　dW　0．05（透水孝約4％）のとき

最大に73るのて叫、アスコルビソ娘の令鱗反応

は　戊〝　0．05　且．におし、て最L．抑制き　しる　こ　と

もヾ分3．　才′言わう、M L武鑑Jこおいてさ食品

の萩介叩最も　卑見ていあるとろ　ろ′ようば、偵書く

した艶のり　のM Lイ射J、ブスコルビノバ敗に蘭

写る限り　々〆血塘Jこあると言える。

M L成敗の水分子は、その頃為鳶との舶

互作射こよって、兄い束縛とうけていも25）。

こ　の　とぎ　　水の　工ン「Iコヒヤー〆Jl趨こJトに得る　こ

とり（子鯉ざれも。　すりわう、水bT虐婚／こ関

与す　る反応条のd Sキ　もまト、M L右打こおい

て最止り二月うものと思われろ。　Fi3・313

によれば、介解久応のd　キ将含水季冬98％

（a〝　0．2）と点地久とL乙、ノ宮水孝叫乱し、

伯∴ビ小二ぎ′J腹と足し巨。　宮一験の碑戊や試料

折畳一の布令条で‘′Jいことと居鬼すれば、食

ノ！く牽0～8％のP射て、d Sキ　り砲ノト塩町鬼瓦

ずらものと思われろ。　す7才わう、書昭卑のり
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リマトリクスに難行問軒風見L r与りれば、ブス

コルビノ娘の命舶tて閻与する水分打つ、BET

のM L偵川下り水■分水敗巨おいて東絹ざれう

こともU d S車　の挙動。＼う丸まれる。

－れF甘ヨ一一4月また　ddキ町

α吋　0．仁よ　り　も為し、水谷乙において直線的に

頒少有る　こ　と　とふして心、う。　二　八∫二　㌦w

O・仁夙上の、も諸環境においてlコ．九分兎止の

⊥考匠伴って増加する反応丸のノJく′叫、し、守れ

の水分施Jiaにおいて　も伺じ腺態、す′言わう、

包由水枕、賂巨あうこ　ととも味してし、う．。　ま

た　d S千　も　戊〟　0．2よ　り鳥い水食滅Z●■息教

区夕滅入Lrニ叫、こ　の雄象は、自由水の適別日ニ

よっ　反応分与確の遅勤に亘し絶　叫一加わっrこ

総見と属えること叫てlきる。

玖上の属え方　にえっ′さ　ら　ば、、乾のリ　オの

アスコノレビン娘′3　度吋　0．1へ0・2（含水孝

7＋β7日丸上の九分晩塊にわいて。、包由

来の　穿感気に放り　囲まれて　いう　も　のと思われ

ろ。　こ　の後l3、7ス　コノレビン絶叫嵐も各色
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巨二晩在　れる水分充イ年の暮狛指－12借l二加塞　すう。

趨地象に成鳥　LTこ水食与／コ、鼻一児のみbヾ強

い束縛をうけそ、為二兎巧レ、し為三戊の訳合

い＼うー〕、一盲庁l自由水に近い虻咳左耳、弓こと

もヾ如うれそし、う25ミ　鬼のリ車の了スコノレビ

ノ娘の客足AlとノJくり簡保も　彗友、：の状諸と

反映してし、うよ　うレこ思わ㌦Lも。

それて烏、BE T式I＝よ　って計嵐きれk

M L伯は何を息珠すうのであうう予＼．F月・

2、7　にふLr二よ　う　に、酌のリ　サの水の化琴

爪ランシャル′王　水介のエ写とといこ卑鍋に

璃如可う叫、垂三和1kg　当リ　0．12～0・16

kg　のノk、す匂わう食メく牽J2　～14％（αv

O・4）よ　りも高い水分鶴城lておいて－3、その

相加の傾き叫、壷（＝ノ㌦－ノ霊）＝0に血

ブくにつれて頭や小に7よっ丁こ。　書う3～いも

月く、試劇中の水吋飽新月水と明し・一極乍ノドラ

ノ／ヤ　ノレ左裾っ′ようげ　亙＝　0　で●あう。　つ

まり、幸；のり中の丸見、食火卑ベ　ー4へ16

g埴土に′Jうと、、自由水とL乙の挙動ととる
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こ　とやヾ食う．　　こ　のイ嵐相、B E T　式ト二　g　もM

L値のほぼ2倍て㌦あった㍉　　こ　のよ　っに　乾

のり全体の水分にフLl乙も、見繕水I3島々1

～2虎　児の玖鬼火によって頒布　新しうこ　と

。斤ふ　皇子JL仁。

乾のりの一成分Z－′める了ス　コノレビン舷の

命綱凰鬼机5線足しト保風最適メ分地（鶉3

g）と、及んか二匂由水の叙凰すうノlく分身招

く約7％）武、BE TのM L適し朗　7弟）と

乾のり・打て包越水叩規われう水食鹿西（如I5

％十と∴可じ量比ノの閑像と丸L7てこ　と・ユ、了ス

コルバビン娘の右足侃巌たつし、て　も、違令車用

り鴫名水叫夜食り最客足に爛確してし、うこ　と

と息吹L乙いう。

：のよ　う　に　　B E Tの　M L低唱　At、けり

値に可き－t73レ、。　し。＼し、個々の免戊Jニつ　い

て、それペアスコノレビン娘のよ　うに及斤の元

踵書目まわ1、孝終巧硝iLて・●あう7さらば、ML＝最

蜃息、の切札呵局勃て■あるように思われう。

耳7才わう、乾のリK∴おいて　了スコルピン絶叫一
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分解可る良風ゑIr∴M L机・蕎克ちるものと卒れ

ば、M L櫨．ほ　うへ4　％（aw O．05）て、tある。

C．　ブスコルビノ級の令嗣腐、戯

了ス　コルビン娘の合粥反応に・コ　アH　乙

以下でlフノレプラ〆ルを綾峯する弾舷化的分解

軋舟34）と、アスコルビ／娘の線化均であう

デヒ仁一ロアス　コ〟／ビン娘郎ヾ弘洛拘留と力う通

常り娘仙風んと叫如jJしていろ．　後塵l言、

金属取崩、印、線素墳丘射＝庖各すう35）

プリ・′ラジカル久ん36㌦Ilあうとされていう．

匪のりで－，コ、芽鬼クlコてトグラム上に一分

敵した∴ヒー「●ラジン漆阜休場ヾ、クlコマト7日ラム

り　上ていも、ま圭吸収スへ㌣フト　〃／り上でも、了

ス　コルヒ∴／離、の酸化塵、品グトそ〟」と－㍉玖した　こ

とヨ）ぁぅい′ヨ鹸貴命圧の終了に作って、了

スコノレビン吸の冷稗叶．抑制きれk　こ　と7Jどゎ＼

う、この方解良和ヨ線化に匙周ううものと煮

え与れる。

一元、ブスコルビシ級と威し　てう巨ニlコ
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線条による娘化Jと化ノ字純化呵考えうれろ。

李とのリヰのブス　コノレClン絶l二つし、Z13・月山

j叫正路泉によう破れの可能収も乱臥した

武、風常で－3媚柔作用小t－わ・うれアjいよ　う7主格

水分戯37Jにむいて七、7スコノレピソ娘叫例

解Lkこ　とや、乾のりにおける　ブスコル′ビ∵ソ

鮭の分絡速＿及武、絡煮やヾ失禿して　いると思わ

れう楓のりり堵倉と同LH rtあっ敢ここと（Fi8S・

3－16，I7）、また反応息鳳のタ皐度夜格技と

Q．。（二束丁十一。／右。‥女工コ温泉Tにおけう

反応速見）偵ていみると、水食三色ノトもあるい伯j且

且の鳥低にいb＼わうず一、2～3互．尽し、尭ほ

れ工ネルガ、－の式き　き叫、毎号変．綾Jて基プく

玖んの璃ノ合と同産及ZIlある　こ　と′ゴビ小与、ア

スコ／レビン娘の甘勘コ、化学離れ巨・ゝようもの

と属　えjれも

いき、の　り

血ノ号酸化匠言う

ll　に爵　t r二よ

コノレビン級別●

車のアスコルビン娘の分解叫

ものとうれば、自gs．3－9～

うに、初期軋舟において　アス

一徳え局線和てした叫j孝軸
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あと∴つた　こと」3、アスコルビン娘呵線条名手

と通藤久応と亨う二分i反応kよって分線う

ろことも舟呟している。　この虜ノ倉、久ん増

資り廃止布佐五條後することによって、久応

乙直線に軋虹香ることも†可絶ぐ、あう。　牒匂

わう、孝分与適え′J中頭為ノlくの南風明、丸応

の進月と．押利巧る勃呆あ規わ孝二とK得ろ。
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§4　　易ヨ孝の紡姶

輿のリ1平のブスコルビノ娘月、水例K対

して坤学匠ネ奪え射て抑て、凪の成分に食後

呵絡めうれ7点し、和鳶において、巧く一、に分解久

ん叫覇漉してし、う。　太穿てt、月　乾のりのイ見

原宴験巧喪具。＼与、どの鳳園も究明し、促鳳

の最適水分発揮に喝すう知見も覆うこと可て’

きた。

乾のりの長銅像風妥験の銘泉、ふ水冷凍

作ともフスコルビ、ノ線の命碑久応1，　れ、

れ約3か珂Ft終了すること吋牙っ仁。・そこ

7－＼、透見と水伺鹿角と食えて1ゎ＼角の放銅像

風一吏願も閂7才っrこ。　芝の鱒風、アスコ／レビ

ノ娘の介柳′、、水分　過度艮」二考に贈って増

大ううとともに　－瑛夜風政吉U十した舟ヾうも

のと思われた・孝全力孝和ヾラメータ射通

して、d SヰかよかdG辛の女血とノJ（令の珂

確と検討し上条吉見、了スコノレピソ級の遺風後

席ノk分友和j aN O．05（含水率ヨへ∠9リ

フトあったp　　この隠月・B王丁の孝介チ濾玖
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展水介怨の射五、1／2てItあってこ。　貞夫、久

ん条に包曲水bT弘軋写る水冷境隼・7‘久〟0・2

（7へ8冥）で、これ用水の払写〃ラ　ノダ〝

ル上条ノレで一変私かj絶えされうのリ　マトリ

クスの自由永A、軌条碑ん　q∠（約I5机

の射すIJ／2てlあっTこ。　このようド、了ス

コノレビン娘の泉を鬼水分条件と虚血太り関像

叫∵　尊命与戊吸点ノすく命値と庖由丸久j軋凌隼り

開催仁」可じく′い巨こと∫召、ブスコノレビン姐

の尊卑耳射て、孝介招最暮色の席え有可●逢瀬

で㌦ざることと尽すものと思われろ。

ヒニうそ、t、了スコルビン娘の風浪促風水

分条件鳥　α吋0．057lあっ巨。　　つ趨月、

筆兄もヾ虜東Lfこも叡フ0ロフト久で劇風し隼ノブ’し

介鹿角と一枚し一二叫、B丘丁の革命与周明尾

水分塩とIlノ玖Lqわ＼った。　これ絹、のり

てトリフスの奴展泉執り肢笹や†夕月－ぞ－′了巧く、

紘水腹お面と廃水東泉鳳とゎ＼ム親王孔もこと

月†鳳凰7hあううと思わJLう。　才7言わう、木

の芽かⅤ應丘ううた・めK・良工丁。草履手摺
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吸透水戊値にあ、し、ても、すぐk風水他泉南′つ

み命与牒城見来合状鑑k／Jっていうたわk一

束ヱ藤娘のブスコノレピソ姐Il分解と開始するも

のと思われち。

このよう／37スコルビン級のガ解灸毎月

一視久んの血孝破瓜に£って．直行した．　し

た万ヾって　アスコノレC、ノ級の尭Ai新仏と水分

与阜ぞい促綾うろこと寸こよって、分解丸みと阻

止すう　こと畔711きろものと思われう。
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易4阜

承員を免象とノK

乾のリヰのブスコノレビノ級友度量弓る週

足におし、て、アスコルビソ線量の承ケlて伴っ

て施魚腹承叫届色香う、いれゆう褐変娩象と

乱立、した。　二つ絶息高上　乾のり後胤り朗期

や＼う施療き　しること仇5、保風車の乾のりの

水分水盤左風味巧るものと眉えう一才しろ。

そこぐ、Å孝てl■lつ、ごり腐食兇象む利用し

く、了スコルビン楓の頒ふと伺．級lて　ノK介灸

碑おJひt遡及鹿隼と象えて乾のりの像風牽強

と行万し、∴褐変の及片足透ともと＿レ二、腐食姐

泉と水分の喝像と明　わ＼K L Z、乾のリヰ巧．

水の布見破絶え克明すう。

㌢仁」烏潤〔一　室　‖

7．1．－　顔料と伐濾再畑針

肱魔虜董明絹風困ナjラ厚困サ軒ノ凧を

弟によサ勃乳して凝困ソ心心＿、也軒に雁属し
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丁二。

打′よけち、甘2両3毒〔石畑こ匿刺し師事∑‡の

り月と、甘吋㍉仝0十0．両5十0．両，困2日

0．年，町（■　頼履吋漸う…と困8区画え舶

：二三射且し丁目．5上意号の東リエチ　レン鼠虚

脇息I二収納し乙、1甘木辛0日3！Oi（困0．恒

OCのもと1ニ　8血間雁風し宮。

n2　と　0．8　の向邑！に照

藩医上　目拉

傲挽楓楓泉酬

亀新化写紘鮭トむ綾瀬恒て楓泉

乍㌦

‖∴2」頑を酢飯ぎの細打オ刺

乙

褐変胸牒甘、十掛倒宮と村費再再

の露わと皐も1二億刺し恒の困、廠底値傾

丞■十十十牒■仁巨木ン舶庚庚甘碑極

まの凰■山王蓬液（昌再　再々寝上

し匿∃。

0困）困っ
十∴“日日血一日中再凍纏峰は周

仁3．像甘舞鳴瀬抽象甘木ノレ

風し

アナ3㌦㌢0）。頻困轟よ困絹胤Jれ

rhJ
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Tabie　4－1　　Themodynamic parameters for thel〕rOWning
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＊1　The experimental energy of activation（Ea）was calculated from
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タ4リ武、31仁、矧泉甘リ困ヌ困レ新一酌

のま施イヒ反応につ十月十日uJTO吾N 宅報でや

、

′

ノ

5

　

…

i

4

し　そ　いるゎヾ　　　の沌鳩Ll二つ工、・て…巧守だネ

善、勺で、杓い。

ネ新見によ　フ◆てを、新暦守麿の去り木履

及叫・終わ　れたが㌦射卦喪凍和木和笥・i415

七ヾ、斉、すようIこ、ヰ間瀬牙城lニ褐変鳳の海風わ、

く3　こと机も典型的烏雅線素細略史夜風（ ヽし

わゆう　MAILLAR。反風月卜値引　十の射足偏

′しろ。

ミ　l 2（卜2り

h
J

日
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§4　　為4鼻の紡鯵

選局烏、條風ヰの乾のリ七日長塩水分の」二

者に牒って腐食拘留とま先すうことと乳むし

王。　こり腐むつ、了スコルビン軌如‖都合と

同線k、雄武のご、く和銅小5線豪き　しる：と

り＼上∴み十の受像み弟嫁車力リうらもりと鷹

え」に．　そ　こ　で、　その場覚も鍋へ、ろ千二めk、

水介鼻ひtに過度条件と憂え　免巌真顔む行7g

っ巨鯨鼠、のリマトリクス庚の水声賭して∴

了スコルビン娘ウメ易．合と月灸′亙る新風と環七。

孝司い、木粛象鬼象・了ブスコノレビン娘り鰯

ノ合と伺及K　戊〟0．05巧）木耳逢鉾々ヾ泉も音色

であっ丁二帆　や問丸分所巨わし、て褐変及べ極

大にナJも　こ　とわヾ青息わら〟Lfこ。　こ〟し．月、了ス

コ／レビン娘の損金I二月払わ　れア小った硯息

ていある。　この瑠安Aの施大仏畳将∴追及叫、

あく畑射てつれて働く府側に拍動すうこと呵

酷め与れ丁こ。

ヤ瑚水牙城に腐食反応り旛入明風見可う

絶数日、解離桑射腐臭及ん（し、わゆる、



†fl

MA．LLARD　反応）によくjIljれた軋象で，、ヰ

間水分充井tておいて、うて－1ド反応分与凝ら偽

札加東〃ヾ生し・・マし、去こと互尽して√いう。　う

ねわう∴乾のりのマトリ　フス・射て　戊〃　0・6

（2　00亡．J　あうし、Il　盆山（34（300cJ　り水

分泉件のとき、褐変の反応泉も覇姐する．ほど

の来研舟鬼うう卵介のあうこ　とと風良し乙し＼

ろ。

乃お∵Å萄曳凰象Jつ－硯久凡統べlてした

ベつて息子亨したp　　また、及んのd S牛用了

ス　コ／レビン娘の堵ノさと周挽Jて掌に負の値と丸

iた。　水分の増加とともlて通人　した上仁Sj

お守かT dHキ　は、鳥水分瑛子■一息K承少する′；

と、輿晩潔し、孝軸とふした。
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為5草

フイ　コピリン邑束蚤自壊の軒乳腺と九分

卓とのりの品儀を彪月琴台を卑巧庖与の一

つ′古色妥多～一一ある。　乾の　の色月、堰凍施り

えノ合森色素で一あるク。lコフづ▲ノレ乱の級とカロ

ラノイtド娘の泉、あ、よかい水謝もり風食釈色泉

ノ蚤白象であうフィコエリスリノの顔色とフィ

コップ二ンの藍色、おい，コア・コフイ　コシアニ

ンの藍色と可童巧って呈色したものマ’あう．

二のうう水濾胞のヨフイコビ　ン糸色束ノ蚤畠

笥月、ブスコノレビン級′Jどと他線して、水分

の史観に対しく雇虐ノk、と∴乙√していう。

ぞこて－、Å孝ぐ、13、水分未年あ、ひいい過度糸

井五色えて乾のりの侃厳君顔五行召し、　フイ

コビリシ炎色東／蚤自愛の餐肢孝勤と写れざ一、才L

について明うり＼レてすう。　その上てり均し－1永く各

蝿振合て、あるアスコルビソ姐の春寒Jもド瑚す

う為ヨ章の安座蕎泉と甚扱することによっZ、

水に君すうブイコピリン克之桑／夏色笹の鼻息
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伯と女腹の鹿戚互免明香る。

Si 臭　∴娩

丑．書正　朔

佐賀県月明議長のプラ　ワスプビノリ　と摩

為によ　り妙組して季Lのり　と　L、過ち　にイ久試し

千二。

b．促風力払

乾のり　と封　2x　3　C肌之　に裁断L rこの　う、

胤吸水各嵐を用　いて　α〟た0，0．0　5，0．1

ノ　0．2　タ　0．3，0．4ク・0．5，0．6　り　8段脂に

訴追L rこ1．5　4慮畳のポリ　エチレン牡鹿間藤

恩に収納して、嘘動のも　と、20・30－40

℃に誉れでいれ3小月間伐威しT二。

C．色素債自賛の適度、方玖

朗100　肌宮　ののり試料と頚解と七もに

屠新し－てのう、リン路頭衝料（■0・05…廿ノ
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ア」6．5）も加えて焙謁さもて、東風屋内（

4～8　℃））ニ48時間叔乱し、フ　イ　コピリ　ン

色泉香呂の摘ま、五行っ仁。　調鉱泉．13、3ズ

104　き　てい30分間且－ビ舟組と21包繰り返し

在の5、50　mA　の息滋にした上ノ養液もJL色

線度上し仁。

れ　色素ノ蚤畠賃の足了量方タも

ブイ　コピリン之素蛋白質の足せJ上　兇邑

託て、、持　っ　た。

ブイ　コピリ　ン条の3色泉壕畠玖（フ　イ　コ

エリスリンニ　P E　ノ　フイ　コシ了二ソ‥　P C／

アロフイコシ了ニノ‥　A PC）の吸え孫軋伯、

ノ踊免着によ　っ　て　それそいれ具ってし、う。　そこ

で∴　下。J＝〝ARA46）のオブ左に隼して、瓜専令息

を旦わて碍たうっの色息侵自覚の雑品根品と

周し、て、それそl●凡の晩風後穀も凍えL巨。

こ　の鶉泉Jニ監ブき　玖下の足畳むと定め1こ1。

′よお、吸私権軋む定めるに乾してダ阜巧邑最

後白賃の舶jユ、ミク1コ　ケノレダ・一ルカ上井鳥∵ひ



lI　5

重量秤量法上よ　って攻宜し巨。

PE（′g／mA）
＝725．1巨565．3　－57．1E6ほ　＋仁3E65d

PC伊草／机）

一日E565．う　＋152．4巨615－60E‘50

AP〔（′g／机）
－0′2巨“肯j　」0．9巨6．5　＋17．症云0；

ぞ一㌦　巨人　は、ノ及長人におけう攻嵐二度で、あ

§　Z 実験套吉見

Fi35∴5－ト3に、ありの見合耳色素

蛋白賀て・lある3線の蛋白質（フィ　コエリスリ

ンク　フィ　コ　シ了ニ　ソノ　アロブ　イ　コ　シアニ　ン）

の侃風杜について、水分と過度の影響も売上

了こ。　7J　㌦　ヨ色泉壕畠賃の初期耳耳鼻甘、

乾のり乾禍100　g当り、5．30g穴や1E上

目　8g（P C）、甘82　g（八才CりTt庵
l JI
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っ丁二。

下座S．5－1～3　によれば、3之素とも’温

度も、よか・合ノlく李の上考とともに篭り往席李と

三森小さ亡fこ。　各色素蛋白質の鼻息拉甘、20

℃と3　0　℃の鳥ノlく令色（a〟　0．4　一　針6）lこ

おいて、P E叫　P cやA P c　よ　り　もやや垂足

でlあっ丁二ことと徐けば、3色素蚤自動コいず

れも殆⊥ど珂じ単軸と斤、Lr二。　すなわち、

仏水令領域におレ、て、うえ泉蛋白簸■3非偉七

憂えて■－あ　っf二。　7二とえJJ、2　0′Ocにおし、て

Jコ　乱町　0・3、300Cて・－ヨ　αル　0・2、40℃で

Jヨ　鋸　O．寸　よ　り　も仏し、水分条招てl■．ぁれば、3

色素廣白象とも　うか月の條厳封鱗ヰに辛威す

る　　とり′　七＼つ仁。　■しいL、4　0　℃　kおい

て一つ∴P E bヾ　戊Ⅳ　α6　丘　で＼　PゝC木㍉‰上皿4

Z Z一、、　ま丁こ月　P C　もヾ　a〃　0．5　之て●●守れ　いれう

小月玖内に椎茸孝lコ　50劣収下し′よっイこ。

§3　　老　展　　　　　　　　　　　　日

周LH水藤枝村介Z、●ほ　あるやヾ二　アリUコ

．り　　∫り
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ルビン級とフィ　コ　ピリ　ン粂色素壕海象とぐ均、

垂足促巌のたわり最適九番充隼叫・異っ†こ。

最適水分値Iコ、アスコルビノ級り場合・コ三組3

g仁こあった可、、フイ　コピリ　ン糸邑泉壌占領予

ついて∫コ、いす●れも　明ノ線rj水介植え丸めるこ

と0ヾ生、見ず、よリイ紅い水分食指のオペ専見てい

あるよ　う　でlあっ　仁。

こ　の逢し、月、東萩命の命綱も　しくは度、杜

の鵜像七で異句る　ことや†及園でlあう一＿｝うと思、来れ

う。

第3葦の屠蘇にわいて　乾のリあうし、烏

施のり中のアスコノレC●ン舷の牒リ甘皮■む見、阜

飽′よこ倉与え応によ　るイL孝　塩化ていある　　とも

一・ナr

ふ　し　千二。

‾刀・自3S・5－1～3にや打5■ハ7言よ・うに、

フイコピリ　ン余色東食自覚に耳を息促風の守こ

めの最適ノlく分埴研蓋私めサれすり；、戌塊の九分厄

払い∫うど壕自賛13卓見であっ丁こ。　3た十月

て●lJコ、うっ？色貴意白像の変性やヾ大きく抑制

ざれろ水分鹿西lコ∴戊〝　0．2の吊打抜て－■あ妄る妻。
‘り　こ■り
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こ　の値は幸三の　り　の　M L値に■東雲　し　て、アス，コ

ルビノ娘の場合よ　り　も火金主軋短の戒終了日ぁぅ。

ま仁　ブ温度のエ考ドイ半って　こ　の水好条件l上

よ　り但し＼水介伯左吾にぢ　ち。　乾のり　のM L

値武．追及受払ノこil Lて始んど晩為し′い、こ　と

から牒え7、フ　ィ　コ　ピリ　ン　の客足止について、

ブスコルビノ娘の場合のよ　う′言草分手胤の東

尾水による鬼沌基の促音射用と絶息才やサム

でJヨネ九分ア一一あうう。　　　　　　　　　～

ェ午47）によれば、尿素によう倭白虜の

変化移項′3．月く泉J二よ　って鳩島／を扱鹿きれ辛

水分子畔　の凰勤温度せ鳥めf二線見、蚤色覚

の離合ノ】くに対する稗史の槻戊とメ嵐句末L町に

壕古賀のこ徳雄塩町窮娩するとし、。　守り

わう、頒塊の水分叫夕羞拍ロ　して、のり　のマ　トリ

クス庚の水分雄武Lやてエ写　し、自由九七℃嫁と4て

水の埋軸速度べ増でば1（丁てとえ耳j且且の上考

巨乾して）、風泰叶布足した璃倉と動乱勿怪

白簸女波朝鼻わでも可■t…う1ものと‘雷、われる？。
李　ヽ

、

り　　l〉
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の堵合月、反応泉の追及勺ヾ上考する　こ　とl′て≡よ

って、史に錫蒐′よ史肢をイ半j－コ耳目71●あう・

日日S・5－1へ∴ヨレこ斤、LT二三鬼の邑泉毯色後七

も、暮色侃風／こ際して、追及わヾ鳥いほど也…し、

火命泉角立阜Jにし　て　いるの）1二　つためであも

よ　う　に思われもク

す存わう、壌畠登り食尤Lコ、反応の廃止

新仏ベル足して、そり和食やて丸ん分与確り攻

撃互受けて化ノ子イ朋申されることべ和幻ていJコ′よ

く、J〔ノ巌如k朋し、カてい保たれて　いる壌ノ由像での

告
、盲フ 次雄遁／わヾノk好打こよって祓鹿される丁こ⊆め．、

蚤自覚命手のコンプイメ　ージヨノ可愛心して

養うもりと煮え5才しろ。　し仁bくつZ、蚤海

賀の側錦町太イ考食　のままに、各自登の受止来

過行する。ニ′Lについ、て一コ、弟6キてい述てる。

つまり、太東廠巧守∵うにブイ　コビリノ粂各

自毅やヾ、條風堕間の経凰巨イ孝って」稀少する鳩

息も、7卑し“く壕包象・の鳥硯額乱町史化して工

ろも　りと　煮え　う　こ　とも†九泉う。　　し　た■叶っ喜そ、

ブイ　コピリ　ン紅色柔倭包後の威炉を斬工ヒ斬る
iI　　∴日



7　2　3

ためlニーコ、ケア古くとも　自由氷雪・みたL rJL、愚

息に水冷量も調節すれ甘よいことに得る。

二　の　よ　　に、司　己一丸ノ藤木1媒介て…りあって

もアスコルビン線のよう′j低分子布令辛、蚤

古家とてtは、分解や史他に関与する火の作珂

彗、具7よう　も　のと思われも。

日　　　‾り
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§4　　泉5皐の幾姶

のりの品勧こ最も豆等1日白子の一つとさ

れう色泉孝畠後月、アスコノレビン娘と上し鍾し

て雇え7－、あうと蓋われていう。　そ　こ　で、、ノーし

β別巻の色泉壕高安でlある3鹿のフィコピーリ・ン

kっし、そ　その音泉北と水分とり筒底と鯛ぺ

左。　号7いわ5、九分魂、よか温風ノ条件と餐え

て、乾のりの確風富強五行月っ巨。

その箆泉、水分逸hlh追及り⊥者ととも

k、PE・PC・A PCとも威ケうう：とぺ

わも、つてこ。　しか」、　の速度月アスコルビ

ン姐の硝ノ令よりも温く、ノ恒て対しLぬ嵐的凍

えて－あること叫尽き〝した。　きた、エ鹿とも

巨象泉水介速射招もめられオー■、ブイ　コビリノ

色泉壕畠貧相、頒塩水命叫徹し、甘ど痘足化虻

鳥く月もものと思われう。　可月打ち、フイ

コピリ　ン′右　了スコルビソ娘と南L・久地の

殊分71、月あっても、佐倉与亀倉鴫と壌自重と

rl伯、粛軍ヤ変化に聞耳すう来り勅手回乳′J

るものと月え三八台。　この度掻い7攻のよj
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巨秀之る　こと叫て、、きう。

壌向後の愛亜l3．壕畠象り高攻牌造ノわ†麦

亀して庖う。　Lkdヾつて、喪且香う顔烏、

壕伝単バ亨のコソふヌージョンも女形させう

うkの畑ダ奇瑞火盆、孝行わう　自由ノkの舟五

択不可見てIIあると思わケしろ。　たにし、二つ

璃谷の包由来／右ノ蛋白壌分子の全体と複うず

副1′3く、射1ド喝後すう郎分々ヾ由由来の虜

嘲泉下にあれ／甘よし、こ　と七†絶息三才しろ。　し

有水、って　フイコビリ．ン粂色素蛋白宴の史促

も蒔止香う仇わKJつ、環竣」水分と左目も丸ペ九、

線うう条件以下kL′川れ甘帯占′jUH吋・絹

製の堵分机j K＿　茸の条件月過度の上考と

ともにより低水分K7才ろ傾向月†絡めjJtたb

指∴存、級友、P丘よりも　PCのオペ夢見

胞べ均し、とまわれてきたヵぐ、新否免にむいて

右　3も最愛白留の瑚k塚息蝿の屋月思わう

れrいへっ巨．
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ブイコエリスリンのむ軋

久幸てl一鹿討すう「挽き色」去、よぴ「あ腐

り．の虎郎摘む煮えう凡てし、う恥18）ブイ

コエリスリン乱素壌白酎こついて　ノ視線の匁

通史巌と宮施して、えと吸え戊と吸収ス1。ク

「ル／り上欄＼十∴邑泉僚畠賓の安岐と夜色と句

風像、みfh・・壌白象り夜杜と爪牙との開腹と

克明可う。

舅l　　　東　ノ験

1．1．　紘　胴

乱．　フィ　コエリスリ　ン色桑蚤包傷物棉製

ブイコエリスリン月、．f山肌諭A46）の藩

諸に隼して、ノ晩春介且と繰り過ノして絹製L守二

の　う、SePL山eX G一川0十、ル腺適ノヌ＼により、

史に鵜製し　た。

オ7Jわう、火入れ免租として∴甘し、粟の

り（ブラフスサビノリ‥為r〆′化yeくβe花山）
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を、4℃て■7日間、水卜竣夕貴したのう、邑長

老白餅左足雅細盆、した．　この息肥土逐鬼（

2米　用4　才ノ　j O好いてついて、砲車によう

塩町と∠各軍と繰り乱して、25gl飴加放射親

風で謀阻する血合五フイコエリスリノLLし辛。

最終的に月、ケリレ塊過蕗によフて綿軋し畑フ

イ　コエリスリンの魂鹿（姉娘後節ノ鳳：守り5上古ノ

イオ　ンJ鼠及　0．1）は、2　80　軋れtの凍え ‖こ

対すう　565．3　九帆の暖風▲良比やヾ常lこ　5．4リ玖

上り庵と泉　した。

♭．絶鳳の判定寸よび侃ノ舟

木真東で、・3、280れ肌に対弓る565J3

乱れ　り噴泉透、JL叫、5．0五庵、ぇぅも　の五絶l芸コ

として48）躇試した。

フイ　コエリスリ　ノ棟品－コ、伐渦鴫まで

35％舶和の／晩春訣凰柏として、4℃でイ軋み

L仁。　／よお、燥伺噂半は適所辛よ′つて賂塩

とも分に拍フたりう、周足の　PH　に魂監した。
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1．2．　史′且柔後

払・風塵pHJておすう匁は　～

f H　5．6　と塞ノ㌢Kして、PH　2．4～圧5

の鈍感で、ブイコエリスリ　ン通産の吸え扱史

桓乙鯛へ、仁♪　扱試した藤池の新選鼻件再、

戸口　5・6、イオン猪及（fJ　〇・仁の姉娘線街

頭汲、およか・・戸ト　4．4、ヱ0．Iの嬢絶後衡藩

政と　し仁。　フイ　コエリスリンTの硯風はj∴ミ

クlコケルγ－ルゴムによ　っ　て凍えL、0．OI仁7

8／机ぐ、あった。

各液のPH　は　5．6～4．4131日経廟軋、

4・4へ　2．4月2日蟻酸も、またアルカリイ拙コ

＝十水銀仏ナトリウムノ溶液と、ミク′コビュ了

レ　ットによ　って新息の　Pトトド司る　空目㌦殉足し

て言均整⊥L仁∴

玖乳戊および吸‰スへ。プトルーコ、白書乙合

え九度書目　∪＞－210・鳥ヰ組住所乳）と

用いて言乙銀、L rこ。　測象鼠13、フ　イ　コ　エリ」ス

リ　ノの吸血埼踵j且見て、一守みろ、5　6　5　タ　5　4ざ0

′　∠し9　7・およ　か・・2　8　0　札灯し」の　5、苧ノ【と　し、介■見
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必戚射り項知ノ五五帽Jコ、1几肌　で－剰えし仁。

ま仁　吸え且の硯嬢j且度依馬力且勺ヾ絡め－う九七

のぐ－、剰え鴫のノ舟鹿産透と　7±1℃　と定め圭。

′♭．加強によ　う変性

PH S・6ノJ O・1の蹄路線街かて絆し∃て

壇／押しにフイ　コ工十スリ　ノ藤兎（濃度！0．0392

g／此）をJO　γ、A　ブっ言も魔箸にとり∴升目をの

追及てい30余間加熱したのう、直ちに・破風複

も測定し丁こ。　温度鼠感一つ、15～・65（十0．3）

Pc7、、あっ丁二。　勅二、滴拭料を30命通水塗

し　仁の　う　7工I　℃lこおすう鮫も且と測足し了こ。

j則見破息J3　　5　6　5，4　9　7，3　0　8　よ、ま　ひ

2　8　0　′軋れ　と　した。

C．蚤畠訝要促動によう変岨

アH　5・6、J o．1り雛破線衛鬼に対し…く

盈新　し†こフ　ィ　コエリ　スリ　ン三春液’（頒／戊80197

g／d⊥）について、J基線グプニジン（GuHC日

月　0－6M∴風景l3　0－8　M上、ま　たドデyJレ
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承．娘ナ十リ　ラ∠、（S DS）は　0～0．1％の鼠

屈でそれモー㌦作とノ添加L rこのう、般‰一息の変化

と書十剥し仁。　剥良雄長一コ、加軽によう受止

の′易谷と局線に　　5　6…5，49　7，≡30　8　み

よ∵ひ、2　8　0　軋れ．と　し　た。　　　　　　　　　　　　i

丸　亀によ　う受払

やH　5．6、ノ　0．†巧雛絶後斬汲′て証し言く

壇．抽し　たブ　イ　コエリスリ　ン為強　い温風0・0197

g／此）互雇え箇内に拍じ、氷水寸に條許し

て液三品と　4～5　℃に促5　月。ヾ与　太鴫の直射

九・（丘且日射量‥　5．4J・cm2・両灯りま、絶

封　6呵聞照如し巨。　す′よわち、第1巳・邑13

3喝悶絶如しTこのち弼料を竣厳し、鼻ZJ白色

月史lこう喝閉息如8丸を照射し辛。　吸え

の剰え／強食13、　5　6　5，4　9　7　よ、古　び・2　8、0

Ⅵ肌　乙　L　に。

e．有像／漆乱にに　るる　武鑑

FH S・6′J O・t　の離絶後衡液lこ許して
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丘萌したブ　イ　コエリ　スリ　ン 液と、久下lて述ノ

へ・る秀放言各紙と炭J企して庖白官と上各線とま辰恩

縁組さてた後、受施し丁二ネヱ客先介を　6M。尿

泉液l二線粥了tて、565　几帆と∴497れ帆

に　おける鳴九鬼と吸収スス　ヾクトJ折り夜イLと・軸

へト㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

枚牒した用敬承楓甘　地止り■ぇ巨へ恨一二、

エチル了ノレコ　ーノし，牲一　丁・ラJレフソレコ十ルレ，

アセト　ン，姉娘エチル′　そ　して　ジ木▲テルエー　テ

ルの　5．線絶と　し仁。

f．吸思巨よる変性

純水に対して透析した　アイ　コエリスリン

ノ各鳳（濾Å20g／山上）と、1上組（東孝嫁紙

製No．2）1g当　り†仰且。割合ぞ■、功一に

攻み込　で吾の　上　威風絶えした　毛の五両破

線と　L T二。　こ　の釈塵紙と五外線加教卜よ人リ

†6　0　℃で最長5分瑠畑施して、路地前後】の

吸収スヘリ＝レの受払且JノいJレグラスス49）

によ　っ　て盲乙飯′しト。　まrこ、吸為■受水Lと庖胞
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息との噂像と調1－るために、ガラス上級とテノブ

lコン線上」に　フ　イ　コエリ　スリ　ンノ溶液′互雀希．して、

乾燥後に吸収スヘタクト　ルの凌化三　組へ、r二二

㌔‾存．周知放怠惰。1礼仰」と　L Tこ．

針　フィ　コエリスリ　ノ巧㌧変心∴及

押5・6、Jo・t。離絶後衝動鳥寸心て卑

杓　L T二フイ　コエリスリノ、塊鳳2．5㌦仰∴に‖M

ノlく絶虹ナ「リ　グム方各兼、0．5　机上　を加え、針5

に　2　日　グリ　ン∵ノ　2．0　′抽入　を．泰加す　ると、了ル

カリ食他車よっ　て凋きしト辛ニ　ケ6　5　Ⅵれ　およ払い

4　9　7　九九　の吸収と壕‰絹ノ且が向後可　る：と

を軋曳、してニ50）。この楓象と利嫡して、砲丸

且の向後の乱し＼いうフイ　コエリスリンの蜃丑

花見と顔トロ∴

グリ　シン　の鹿紬にえ且っ象枝喧持－3、1線

（川　虔睦娘〕　絶（80℃、2⇒0弁）、壕適

更生止別（0～7rl　塩娘デ了ニジン）とLt。

月余　上意乙の貴地で、グリ　ンン／も亮をル1尋　か土工

旛鬼のアH・3　9．0／㍉碑下しナ㍉
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§　2 東銀盗泉

丑．風塵P Hlこ　おけう吏絃

千月・6－1に　PH　と5・6々＼52・4に頑下

了　でイ二とき　つ呪え．象り象比と足しでこ。　牒≡†二

日9・6－2トて未受止砿阻（竹5■GJ守如i状

鮭（PH3．0）のフイ　コエリスリ　ノ妄り吸収蔓スぎへ。

クトルみ　t√　の　鼻涙腺スへ。フトル′左・斉、L守㌔

その紙泉、ヤー」と降下才でた塙企、2甘0

≠肌　におりる扱え鳳の変化伯確やぐめフ七∴

また、49　7　≠肌．‡；よ　一レ・565　γL肌の〕可視二舞

吸収もtL線的客足で・、PH　4．4巨こおし、ても、

PH　5・6　んて　おけ　う　吸も風の　5～10　g　の滅風

に留まり、頭殿ノ77Jく、敬え鴨場も條璃され

丁二。

フイ　コエリスリ　ンの敗による食木iJコ　港

外新ふ・よ　h・－す楓卵の吸え鬼受払や＼5判断して

PH　4．0　月血の＼ら纏まリ　アH　3．0】～一一え貧し七。

鴫に　紫外卵の吸収受払13壌由簸トの棉息度化

と明確叫ある　こ　とJ3　良く知られて　し、言う…bヾ、

2　8　0　れ帆　の　碩収委払k j和して　5′0　8・¶ふれ√の
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400　　　　　　500

WAVEIJENGでH（m）

Fig．6－2

A七SC・rP七ion spectra of phycoerythrin solutionir］PH5・6and3・0・
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吸収才　人可tt　邑邑　〝LTこ。　あ泉尾由後の査ノ且

と禿えう鳴企、壌向後奔命の絹乱費化とむ克

郎虜の受払とと頒触して取り孤ラ　こしの▲ダ各

腫左上の呵・ヨ右してい疇う。　この間鳳にっい

て・3、才久の布教の孝7日鹿討可も。

一万、千日々T上馬巧ろと、袈外・可楓卵

とも、と　もIニ暑しい吸え及り象fLと恭　し1こ。

打　わち、象外部の吸え鬼・3才曽太L、有楓卵

の碩見艮′コ且∫て威かした．　均に、565岬

におけう吸え鬼の滅グ′3換養～■●あっ仁。

平日　5．6　b＼ム　アルカリ　側卜　やHII．5　ま～日

付トi窒化言て目上場合の、フイ　コエリ　ス・リン

涼液の奴九度受kと　Fi9・6－3　に、また吸収

ス′Yフl－ルの変化と　Fi9・6－4JニふLTこ。

こ　れに　よ　う　と、紫外卵の吸収13　PH70にかけ

て摘大　したの　う　暫く　一　恵の値を侃っ七やぐ、

PH　9．5　勺＼5損かノ曽加　した。　　二　川L′こ対し≡て

す砲弾の吸収∫コ、辛目7・0付也で催い上武十し

たの5　乍H9．5Jこ乞っ　てゑ激に三成少し七三。～

Fi8・6「4‘ア）えスへ。ク「ル畔希有おいて、
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6　　　7　　　8　　　9　　10　　11

PH

Fig．6－3

＝nfiuence of pH change（pH5．6－11．5）on the optical density

Of phycoerythrin soiu七ion．
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フ　イ　コ　エリ　スリ　ンの　プ　ノレカリ三各プ庇13、2　9　5

かよかZム5　乱れ血便Jニ砲丸と毛．つ。　二九

月、PH　の上宥　ととも　に餌組し　たラーコさ／ントの

フ1ノール桂ノI減星巨よるgl）。　そこで・、

蚤自噴の隻Ai屠り益株とし　て、佃5．8と5．8

の見境収を　寸　と　して、ふやトロ二九・すう　PH5－6

との　鼻鴎収の大き　さ　を、2　9　5　および245

仇爪について自3・6弓　に尽した。　竜の島

泉、テロノノの稗紬はfH　9．5坊」で養うこ

とりヾ斤、さ　れた。

♭．別紙によ　る史仏

日9■　6－6　において、5　65　≠耽り吸‰

度隻比べ示石　f j　′二、年親和の吸えÅ一つ旛鳳

の加勢温度に蔽鳳して、高j且に月かうど誹少

し仁ク　とこうb†、冒3・6－7℃■′コ・紫外軸

の吸え風月　伽藍温度りヾ45　℃以上に′きろ孟

てい拍んど受化．互＿ふさ　7才ォ＼「ト。

F廿　6－6Jニ′3、別コ熱線氷竣し7二タ易合の

被え泉も斉＼L rこ。　竣えP後の映えÅ′コ、当初
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Fig．6－5　　　　　PH

fnfiuence of pH change on the ratio of optical densi七y

Of phycoerythrin soiu七ion at　245　and　295nm．
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at280nm
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Fig．6－7

Influence of temperature on七he opticai density of

Phycoerythrin solution at　280　nm．
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の如軽品品鬼　ヾ49　7　竹帆　にフい　て・コ　50　℃、

5　6　5　乳肌　につ　いて・ヨ　40　0と城下　ていわ止し甘、

完全に向後L fこ。

一　石、　2　8　0　≠明し∴むよ　ぴ3　7　5㌦■t木工打

リ　5般‰艮月、乙　5　0亡を　息息こし　て高言且側ZM璃

大　L rこりヾ、珍印に　£　う鴫も及の　　ど牛耳　っ

仁く　言私め　£　れ写七＼フ丁こ。　′Jお　　フ　イ　コエリ

スリン，∂敬え互もっ七十：り壌為埼ノ性も紫外

郎吸収り塙合とノ句破れ．45℃空上で絹製し、

ヰひヱ息後のノ鼻戊も下げても回線打払めうれ烏

や＼っ仁。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【

ブ　イ　コエリスリ　ンの喝日払透∴変化J十一コ」〉鼠

Å依鬼の他∫二郎重液鬼机l富むめられTこ。　手亙

占－8　tこおし仁よ　う　に　　仁とえJT●50月㌻巨十も

t、7、49　7　花仇　の磯風戊一1割5分守、ヰ衝直

門且L r二のl二対して、280　孔明Jの略頻れ

少巧く　とも　3　0分む暮　した。

C・蚤白賀宴成紬こよう餐来し…　　幸　い

フイコエリスリJの一報見通′コ、像胤賃度
目　十・1
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Changesin op七ical density of phycoerythrin solu七ion

Wi七h time course at　うODc．
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Jト柏はしく真再れZいう塊廉7才ニジ冊

（buH比）、炭素針よひドナンル絶娘Jトリ

ウム（S D S j　を漆加する　こ　とによソ安ん八

丁て。

ます－、手性6－9　にGuHα　諸原と玖
との閑イ泉と示しk。この総見、G止Hα強風

で1日壬融二柴タト舞みよび可租卵の玖乳原木

馨れ叫始まり射五・2．5∩巨こお■、て予備に＆

l仁。行み308≠机にユ∴けち叫且Å懐

炉3、特に級発ていめつで＝。一針∴風風涛凍

丑如風月Gは卜Iu∴J弓と∵大きく′37よく∴守～

4帰農戊月且から受化ペ絡め与れ仁。；和泉

およ∴ぴGはH（尤トよって委甚し辛フ十コエ

リスリンJコ、盈＿利半すりを肢軌を疎乏∴すれば

一節可且頃卜唄え及む摘録了てる1こと研∵ZH

射て、F月・6－∫…0に、SやD工S風

度■澱九

鬼との昭雄左尽し丁こ∴フイlゴエリヌ∴リ号十ウ

ル輿玖極太ドおけう．破風亘り∴書S甘S戊胤

0．1～0．01ガの間7、・大きく蜃好い仁木∴軋

lト＋‘1
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緬てよ　う唄え座の旬確り　患わ　れ′　小フ七・

止．払巨よう蜜吐

F月・6一汗に、メ陽為の常如時間と略見

通との関係と斉＼しト。　ま丁二、IFi9・6…」2七

吸収スへ○クト　ルり炎吟変化を乱し†こ∴こ　れl二

よ　ると、司視軸の疲牒烏、照射暦間の経過辛

と‡∴乃って滅牛した耳、隻井野の吸収甘盟約

綾」い巧だ‖巨㍗ほ、給上ど愛山ヰネタ雪｛一つ十㌔

こ　の間の照射工ネJ／千、－（蓮息日射量＝言上

4時間てい約78　KJ／C扉　7■、あった。

巳．眉梅濾姥lこよう変性

極杜の大きさが●異存う各線頑健藤城再賂

触J tて受注LTこブイ　コエリスリ　ノを∴　工更辛

6日の風気によっ　て・通解させr王と∴きゃ）瀬野邪上人

へpク「ルt F甘　6－Iうに示し†こ。　ここ新町こは

うと、497　竹帆における吸風浪‡の頂…化直上

5‘5　判明トおりか　れよ牛Uh烏予、宮と至も＼

5、497　れ仇の頑収と与えう且鳳凰（毒フをィ

」り　　∴日
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0　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　5

Fig．6－11
ワ工ME（h）

Infiuence of sunlight on the op七ical density

of phycoerythrin s01ution a七4℃．
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コ　ウlコ　ピリ　ン）やヾ、

コ　エリ　ス　ロ　ピリ　ンノ

分　フ圭。　　章　二　ぐ■、

れ肌　に珂す　う　5　6　5

を、他の受ノ甘利に　よ

5　6　5　へ帆の　そ　れ（フ≡イ

よ　り　も専見て、める■こ　と呵一

丁軋bLe　6－1に、十十97

仇仰」二九・けう破風胤まのJL

うう且と　と　も　に泉わ∃L Tこ。

こ　れによれば、娘や香色領隻娃刹】ドよ㌻る値・わヾ

l青ば．1～・あうのに対して、塵杜‘の乞≡し〉い工藤

楓月ど　厚東のふと伐って　隻吐きtT二鳩舟の

値（0′78う　仁こ吐く′ふっト。　呵杜波線木塙

企、叫乳艮比率尿泉の宣みこ　よう塙念よリ　U史

にノト∴プ　アJ値と斉－し巨。　　二十Llこよ　り、フ　イ　コ

エリスリ　ンり受皿度合武尿素のみによ；う場合

よリ　t　大　き　く′言う∵こ　と∴叫一見嗅き　しで二・

f．硯為tこよう変侃

下廿　6一拍・1　ブイ　コエリスリン旛兼と

t］紙、がラス根、テフ一一コン濾　誉れ芝－1九の上て■′

ノ頻度乾燥したヒき、フイ　コエリ　スリ　ン（鳳紘）

月ヾ永年吸収スヽ。クトルて‖あ京∴∵3届海南戊

城と　圭　に、∫　6　ど　仇～〉ド　みすう矧乳鬼の城少
、J　一　一一り
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Tabie6r－l Changesin absorbance of Phycoerythrin

by denaturantS

Reagen七　　　　　　　　Ra七io of absorbance

（E565／E497）

Native

Urea

1．51

0．78

Urea and

E七hyi acetate

Urea and

E七hyl ether

Urea and

E七hyl alcohoI

Urea and

もuthyl alcohoI

Urea and

ace七one

pH4・4

GuHCI

SDS（19日

0．79

0．71

0．60

0．71

0．44
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軒弟　しく　綿半G比日比　にようフイ　コエリス

リ　ンの変相＿柏と踊似した吸収スへ。クト　ルを与

えた。　二　の　j確り鳴鳥娘に吸鳥（も　し　く烏

村名〕し丁ニ　フィ　コエリスリ　ンJ3、度量水魂丸

さ九、も＼っての摘ま、兎13泉．象ノLlのフイ　コエリ

スリ　ノJ麻鬼の与える吸収ス（ヾクトルと、まっ

隼く∴呵巨∵りスてクトルも足しで二。

ヲ十、一コ組、】こ吸為ヨnZ乾燥したフー；コ

エリ　スリ　ンに∫コ、耐熱ノ軋可、盲忍め与＿れ了こJ。

16　0　℃てい加墾し仁窮鼠宣、Fi3・6－15　に溝＼

し　仁。　ブ　イ　コ　エリ　スリ　ノの鮨品べ、伽畢1こ

よっ　て　スへ。クトパン食体の吸見渡を払下　や．、

後もするのに対しZ、P去九一二鴫為させてこ掛食

用　　565　仇礼　の較底やヾ滅ノトすう　と　の守十、絶

乱に　用　えら　7Jも＼つた：。　　　　　　　　　　　　　．

針　フ1コエリスリノの変来し且　　　…

本節兇互温指す甘途上、絶品ーf加瀬に毒よ

ってを化し．風向沈殿し†てフ石コエリ至スリiン

五、二強アルカリ　′ニ　よ予　て　可J鼻血し直．の∵十十7、

日∴㌧　∵り
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リシンと条加可　うと、ブ　イ　コエリスリ　ン鬼兎

の極入浸収の吸軋鬼灯で九号It人向後可も　こと

と強風　リこ。　吸収スヤクト　ルり境線恥　と

りも直言不蚤白項の構畳」射えと喝破町めをう・と

月え7、7′レカリ　ゥ娘，G比HC人，紙上…よっ

て変ノ技了そたフィ　コエリスリ

ぞ‥虹上蓋乙の他姓乏　し仁とこ　う、

斉、可緯泉も路上。オ巧わう、

月、まったく吸絶息を屈緩七

を吐拍Zl■‘コ、吸え風月威すす

ス1■ク　ト　ルは　フ　ィ　コ　エリ　スリ

ンlて　ついて　それ

Fia・6－161て

G軋H甘　受踵柏

γ、赦打よ木瀦

う　ものの、￥の

ン…本森の均微と

示すヨて”に何級した…。　5　65　札押しに．おける

唄え戊の嘲後に属目巧う　と、了ルカづ受ノ吐均

′コ、鹸変化と聖を蝿の周の榔札もふした。r二

王、し一重線度弓アルカリ可泌払処埠小うブリ

シノ嘉如きで●句碑間やヾ彪帆い巧ど良鯨7t●あ・つ

た。Fi3・6－日，コ、フ，イ　コエリス≧リ■ン漆漁港

アルカリ化（印10J L rこのノう、甘ち半坂

脱スヤクトル。賓化と鱒吟的再も楓し甘必葦マい

ある。　ブイ　コエリ√スリン′3　　2甘0十332

．：り　　二tj
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Fig．6－17　　　　WAVEI・EⅣGTH（rm）

Changesin absorption spectra of phycoerythrin solution

treated wi七h alkaiin solution with　七ime cour亭e．
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，44　6，46　5　≠机の4っの等吸収鼠と通

リ7才わく上　す砲架の吸収を珠弟ド／承ケ了でト。

し　い　し、蛋白軍の碑遺ノと喝像うう　2　8　0　¶」′押し

政務の明玖月、アルカリ化した均鼠にふ亘でこ

鳴私且のまま跨ん雪を払し′忘いつに。

千席6－博は、フ1コエリスリン濾液に

アルカリ　を加えr二直線勺＼5、線埠約に誘液の

都度受払と盲と慮．した壇～いある。　藷東伯、州

10′濃度2．6∫（g／此），新戊封・3働線度

確級0．004∠卜！（cS／S）のキャノンフ♪L

ノスケ弘勤粘度言十と用し、た。　過度鳥　20℃

とした。　二の親風、アノレカリ仏道緩い5、

7　00万の鈍感～、、、フ　イ　コエリスリ　ン頭一丸の

流下噂柑　くす布わう、新化牽）月、まうtく

衷化し′jか＼つ†こ。

§　3　　着　守、

戊．　フィ　コエリスリ　ンの安41　　1

フィ　コエリ　スリ】ンI3、オごルフイリ↓ケ針甘

露軋頃に閣醍し丁二鞭打条色泉と像庖・敏と困矢
ノり　リIj



J　6！

・
H
O
責
雲
丁
旨
竃
忘
g
P
〇
・
S
 
H
q
忘
□
○
玉
n
J
O
S

雲
圭
曇
ら
記
O
P
誓
言
＝
掛
P
崇
占
冠
己
名
　
山
○
　
聖
書
芸
．
巨
O
J
叫
　
h
O
　
の
心
細
已
d
ぷ
U

雪
T
d
．
細
雨
向

（
已
召
）
　
閂
冨
H
臼

O
u

0⊃　　　　　　　くナ　　　　　　　⊂）

uヽ　　　　　　　　u’ヽ　　　　　　　u‾ヽ

（Ⅵ叩）馴旺占瓜OT丘



！6　2

属飯倉をし仁見合紅色真意畠敏、ブイ　コピリ

ンの一線7、、あり、色哀感と　して、374′町軋

および49　7　≠肌　に極大吸収とも　つフ　イ　コ　ウ

lコLlリ　ン　と　　30　7　九九　L　565　れ仇　に魔人

吸収と、まt∴540　乱れ月也J二月と　も　つフイ

］エリス。〔了リンの2柏級友萌していう．ZO！

フ　イ　コう　∫コピリン′3、3風の共届鋳金7、－．藍色

甥と錮tれてあ、リ20j＼F甘6－一　双下－こふ

と十二√）に　やり、追及あるし、す片樋の賀埠

肩車二対して、比重長明に庵底ぞ・め亮。

0

Il lt
N－CH－C・

2
　
　
　
0

H

　

　

　

　

ニ

ーtC・l・・・－・0・lL

phycourobilin

一　万、7　イ　コ　エリ　スlコ　ピリ　ン恥、、　　白白　　とと　Z

水9其項離合てい鶉ばれてし、ろ。ヾ20）、溜潤恒

外部の残痕の影瑠友愛・つて、iと亘して耳㍉；5
、　　●　－●‾■‾　　■■　　■■　　●－　　　　　一一　　　・　・　　　■　　　ヽ　　一一●　　■　■●

・l　　∴J
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几肌に　あ・り　吸え且を　正平　1Lう。

（Cystcinylresidue）（Serylresidue）

0

日　Hll
・－N－C－C

2
　
　
　
0

H

　

　

　

二

・・・・・－C・・⊥U－LC

Phycoerythrobilin

フ　ィ　コエリ　スリンの変直しは、娘、牽車、各

確の蚤白牧師鼠試製、あういrユ嘆息，乃ど′後々

の安雄園子に対し乙、いす”れも　49　7　乱れと

5　4　0　へ・5　7　〇　九礼　の　Zい戸畑二吸収．趨1人と往

尋よう′よを化も斥可。　二九一コ、尾島魔のを

甚虎風l二間榛ヂ古く∴フイ　コピソ…ン色封の度化

粧珂一席鬼で●鶴うこ　と最晩年るもの7日める。

こ　こてH、儀古賀．の受止と邑泉奔命の’冬山

しわト、∴互いに息閻ず■る，もの？l‘ある小委－か上り周

遊が養う。　ヤ日食心とフイ　コエリスミリンや

変化の関係をふうと…（有8S・6－1タ．2）∴

佃　4■0一以下で、′コ、甘08≠礼物一項頻ザ屠亘
1：iき　．．1声
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く増大しZいる。　6．〔ARRA　らユ0）ドよれ

ば、308　乱れ　の鳴収は　フイ　コエリ　スリソーの

色素奔命てl‘あう　フ　イ　コウロビリ　ンガで二　的受注

仁よってノ蚤烏後々＼主軸脆するようTJとさ　に増

大　希う。　L rこわヾって、う08　≠帆の噸収心で

相即尋も　こ　とは、色素都合0†成規的弥増も後

月ていろ可能ノ且と斉、呟＼するものと恐れ入も。

ま　仁、　GLt H（丸　に　よ　っ　乙　フイ　コエリスリ

ノ互受雅言で上嶋企Jニー、308′＿≠仇kおり

ろ甑兄及・コ、池の吸収兼も孝と軒挽lこ‡γ了ニ

ジンJ虹の魂戊J二承施した。　壕自軍一コ弓、‡息鴎

γアニご、ソによって　ラ　ン㌻∠＼コ十ルにノまで雄

乳受払をうう武、こ　のしき、フィ　コ・エリス1－コ

ピリ　ンザ僅海象かj軸施ずるこ．ヒ′ュ如守れて

し、′い＼。　し　た0ゞつ之、308　孔明しぎに7十lうう

鳴熟度の贈ス■コ、風白笹の牌乱費砿l二組臥し

て長与る　も　の　と属えろ、こ　と机●～一一きう。

やり　左　下甘tう埼合、圭√ひ守H　とi、Uこ　勺＼

う阜1十上了「㌣黍力嵐の守Hl二木巨躯いい轟沈、

蚤自習王’均衡卯7才般収城見7日．みろ才針0…礼軋
＿■日　．：い
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と可視妻戸の極大欧封収て㌦わう∴ぎ占う∴ヒ　ム97

乱．γ町の噴丸尾′ヾ1、同一の　アH　にお、、て変動と

生じていう0　　科し・・閻夜烏、Gu H〔A●辛SD5

写。餐比和で・フイ　コエリスリ　ンと変杜し土鳩

飢ニiみられて（Fi3S・6－9′10）、壌畠俊

郎介の柳且と色素音戸坊の祓収とは、それ芝一、九

両一課度て肯いて玖見渡和衷亀して二。　し了二

木、っ7、紫外卵にあ、・すう牧私見の変れ叶鹿島

筍の適温受払と対応ううと養える－＿布∵う十で∴フ

イコエリスリンの鹿島賀節介の史止と…、邑東

和介の受払と′吉子可令の現象て，、あうと蓋え…る。

ブイ　コエリスリ　ンり頃払竹雄Jヨ温虜■り彫

背も受ける。　巧′Jわう、蚤白質の変漣叶養

うついラ且艮結成（〃∫、へぎ0℃収下）でlぁれ

′ま、、、2　80　凡例　にぢ弓う盟乳Alこ餐軋13青むめ

られ7い、が、可視卑り月度私見はす且仲な濃度

旅呑住ま一七　う。　しかし．、280㌦机の噸濁

度机・タ宮入すう過度領域において甘、打lやす

温和杜後烏、汀線卑木あ、11て言私署ら恥′J′く甘

う。　ず存わう、鷹泊登の安正と胤東部骨の
▲．日立∴M
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変化I圭　軒をノ性のエいちも　ネ可分′よ関イかこあ

る　こ　と叫一介う。

一木　F甘6－8　が右耳よう七、501℃

Jニ右、りるフィ　コエリスリ　ノの鳴乳風食化十指、

時間欣席早舟したが　紫外音戸と可楓蔀とて－、lヨ

翼rJる孝重力をとフ丁ニ∴∵す′わう、4・97飢叫

に右、リう現状JJ r介で守衛に良してこわで　L280

乱れで一号j Cリト月払に透、塵鼠を禍っ2線花の

呵間依馬を弁巧。　この皐かJ、色素朝命の

変化は老自覚申分の確′小石安イLによって引き

塾こ　き舟∴諷意　の　と思われ＿う。

と　こ　う　Zl、　一一線Jこ吸弘一友一コj温．濾叶高い…ほ

ど低下うう5り。　ブイコエリスリン。堵今

年粗野り疲ええ将息虎の上　とと亘に低圭司

う〔、、紫外朝の宛丸 伯、4　5…peまで過度巧

を化にまっrこく欣在しない‖再S．6－6，7）。

これ烏、∠5℃収千のj温度て一甘、債や層々鵜

軋変化武、斉杏薇了…ミノ娘に喝仏し甘■、麗し風

のを化であうご　ととj＼呟して宣う二　升存わ

う、45　℃飲手　の過度て●tは、フづ　コエリ　スリ

二■こ・．＿り
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ンの廣白須3、号の疎水遷亘凍■項類打打十隼

大食宵与を麗子　す一一、色債新介軋像の守甘口 夜、
－
轟
Y

′
．

化ドよっ　て、す視軸のl吸え凰費化叶う再塵毒さ

れるこ　ともみ呟巧か畑のと各項杓う。ト　音」

干卑・6‾日日ま献酬再る廃港胤の鹿妻5
化粧　可視郎にの石造うこ　とむ示－して車中机∴

フイ　コエリスリ　ン甘え」合札．色素れあ，■ろ軒も妻

色素闇呵‰工ネ〟で㌣一に対応・した絃度々、凍上畑

う。　こ　の餐イ山ヨネ・軒漫耳目十祈り、

却吸収の隻イLを隼わな，し＼こと∴曹長

、

．
1≠覧つ＼A

U

▲
■

7
ヽ

厚rJ＜、麺色理ノ灸であ・ろ十と・セ＼5茎∴ク1コカ

l

イフ

ル丑の見境解と可じけ弓に、色債斬介の′打線

波子丸た楊舟の増え度壕ねむ融雪≡UのlL思わ

れも。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

邑東都戊叫碑金■二・象灯れる酬隼、サル言カ

リ変技の払企ぐめる∴　割れ　口8両斉、献よ

）に、フイコエリスリ十のjル！小畑桂摩擁庸

邦ノ艮射了、オ硯郎り磯風原木度榔しけ恒斬噺も

草木一息偵乙釆し辛㍉十㌦す再■引か、 l
て喝㈲

、
、

蚤自噴巧裏打二鳥雄嵐を恒†≡7吉武フ不二匿射斉＼葺
二三i巨こ2日
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5

蝮するものぞわぁう。　　　　　　【

ノ牙・円3・占－171つ　フ宮コ
リスリエ

）の了ルカリ濾液畔、東軍隼掛㈲木耳㈲廟や

、学ノ左肩巧うこと左右引。　二才い引、 互は
脚ノ、

、
、

7
ノ

緒旦1二桁占いの綿飴平衡やヾ夙逐日守宮ろ とこ

を斉＼巧とともに、廣海風の繊細拙了～ミソ舶往…

鼻息傍の碑息．やヾ、噂周の経過にイ草与そし　漸う

辛も＼Jこ受化していう十と互譲、1呟妻Lは十十坑∴

♭　　フ　ィ　コ　エリ　スリ　ンの受止及

フ1コ　エリ　スリ〉ンの宴位の瀧應■こ■い…て

如うこいつ、第7章で姶縁ろう十度十色工

よぴ「邑ゑリ」l二朝鼻骨る度阜藩閥丁鹿～●一風木

そこで－、色最愛白管の度は風に甘い宣Z蔓、困リ

シンに√う吸見渡の甘後且鵜楓と毒し木夜細石

う。　　　　　　　　　　巨

ブイ　コエリスリ畑ンの了リレ木頼承魂（両1

日∴　卜koH　′　ヤHl甘）亘デー誹シ萱ン耳柳瀬し

マ　ヤHl T甘、ると、雪組奔車庫 い斥東風麿

か　び磯風と向後万博底像も風ぬ し匿困て－●！、

二三（ト　ニー）
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こ　の娩象を利田して上　線、楓、庭 る卜、再
．
」
烈
風

唇塊

ブ′了ニジンによ　っZ…射甘さ匿町フ盲目コ年月

リンの吸収牒揉之剤ぺけ二言。

埜　丼L約日守茂丸久打如拙

拍車工絆し宣相談県東細も＼上守轟

7線艮軒払いと打項、楓史細物ぐ一困っ拝

強風木オ後・竃謁めけ困万両っ困。

イオン館腰亘丁高い■融副木感動唖、

更地Jh　夜雨の音量濾困ノト烏

二困頼ま

あlう上、

い巨回と庚、価と

と思われか。　ノ般頼、広い石丸再刊紅軋可よ

る冬旭では、変ノ且の風食困姉射二線く上廃姪

′Jラング一人′コイ／レに胤目刺敗困れぐ一厘庵
「
d

r簡

受捜していう53十。星　畑中佃胤叫刺し、級座

て、l食止生した∴フイ　コLェ困ス木ン廃楓J来　室占い1伊

東甘十一ヒ半場舟と楓射項再雁木廟顧枠中
l

寸　ルむふ圧丁こ。　l た旬ヾ－っ；Z 桓困ス

裾の訂爪木蚤白濱…の儒庚鳩胤を鍵凍る困っ庫

劇である万上、　佑＜　ヒ日、圃イ圭オ ン閥艮回か

′7台変此紬の碑軋甘、堆い困困ン廃、腹は庚

して．分与のみ細り凍原木材
ト1

和吋㈲唖阜匪
］

20′しこ20
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大きく誓うrこれ）斥、星ラレ潮ム至コ困ノレ再

そ4U二線槻Lk礪軋むと…フォ十再パパ中れ母恒

れう。　この塊．液に庚趨〔冊亘亘月日と体躯

イオン線度え牒める困　値！5回フ目上

リンの課殿と生す■lる宮と困ら茎、紺色風的府

嵐Jこ　ってみ叶つ圭鵜胤左と何ぞ十一う勅の匿

書、わJLか。

書手㍉　項搾虎雄項よ膏風此度鹿困解凍恒

姉娘エチルやゾエ〉チ困工宮子困り困う

rの乞LLへ蕗城羊こけし　きフ上皇コ要エ…リ困り鳥木を倭眩

三色う鯨かの巧い十十息凧十万十㌦っ烏畑、

フ1コ　エリスリ　ン叫哀し吐了するる匿わ恒棒針、雁鳩

賓の趣他部朴叫粛楓▼了恥ろ上皇と 項如緑再再

こ巌」3、フjイコエリ工Uリン各島傾本線

患化lて凪風月園手心し困、困泉鹿摩

こと叫風レ各署であ極上とと困蝮

、
守

．
り

ノi怪え序

＝li 封巨2（）
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54　　晃6皐の離紛

「凪ぎ色．ヤ　r色点り．‘り呵漁り虎凰殉

鸞ヒ思われるプィコエリスリンについて．片

雄の射1吏験も東風しそ、老畠壕部分の査収

と色の鼻血Lの蘭使え、晩風スへ。プトル‥り上

ヵ＼う明ら机にし仁㌦

変蝿凰与としてI3、伸の真也　艶　埼

名箇条地利、為，周彪 城．あういり竣濾1

風リ上げ、たこ・∴き失　ノ各東経園子Iこ対すう壌

白後の如封呈戊も宴席の月来した　7㌦トンノ

ノ牲確ブえで、fL線した。

ます、、蚤白鷺斬介り鼻血と280軋軋ぞ●－、

ま五色泉奔命の宴払五二　ブイ　コエリスリンの

翻1吸収成風である497ノ565軋軋り吸

え戌でl剰えした蕗泉、ブイコエリスリン唱、

PJ十顔・変塵和のいう、八ともそ白啓新府と

色泉新府とbY伺じ条件ぞ日食私とも百一・ること鴫＼h

分フ仁。

肩ヰ 劇泉を使った鮎1妥験か与、庖ノ眩り

式さい舜雄月ど尼毎智の餐此度畔上うこと叫
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為　れ圭。　　仁　味見及射こつい、て／ヨ吸尾

根の塵丑叫、ちい巧と・、吸収スへ。クトルkj㍉と

う影響呵人望かっ7ニーp　　ブイコエリスリンの

玖為凍り、務遜、り複及仁保施し七。し勺＼」

壕毎餐都府叫一夏施しす　い隈、過度と下げ〟し

げ、吸も且′一3年温的に向後した。弓′言わう、

フィ　コ　エリ　スリ　ンの色（唆鳩目Uへ十クj「毒Jレリ

変化甘　邑泉闇迫碩の朝命甘弓底庖

巨よフて　己生すVるセヾt・牒丞再折れも再

（Lへわゆう犬変形）を作わ巧い頒埼豆

造／

吏

の
ノ

一
腰

を

針叫

軋榔
京風的てあう。蚤白登りを鉦のよき十は、

変相圃手′てよフ～呉′よも．可′よわもi、フ…ィ

コエリスリンの教委几トトよ夜宴経度一一木」′L巌

現尺有毒レ＼。まえフイコエリ・スリ■ンり
りを足

ノ桂万来某紙分′てよって飽き考されてむ宜、宴ノ軋

ノ3篠路泉の屈娩＿によって養うもの七尽われう。

HI
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冤7草

紙空乱の凝視みよか、－包皮リ

李乞のりの、打二・3、虎雄しても凪の甘均崩

の号漁色も呈さすtl．阜褐色あ絶為す－るもりやヾ

あう。　一斉∴　凪のりと為すt、LIニ甘い木■軋各

紙のりの骨線色べふ絹針二女私する∴了とザあ

ら。　窮鳥の軋象も「要ノ空色．示∴虹′JL、レ払

L、夜鷹の楓象もr色A斗」と攣次㌦久にの

りの砲品佃値互屠うしく低下までろ音域と雷

っていろ。　し小し、乾のりの紋暗7、一度空色

の丸巧いのり互選′糾し、為すIt Lド使凧すう玖

前に「色戊、リ」の届真之予測可う子楓′3、線

宜のとこ　う如与れてい′jい。

太孝ぐ吊　ニ〟し　の　布ろ硯泉の食感相

賀と、とい二ブイ・コエリスリンと息め．妥一敗

呵ド煙鬼のりと軋して、．緩々のモア、ノレ漢験も

行Jjい　放き色の虹巧い度園と色且つの鳳凰

kつし、て、　れ　叫れ房、乞スヤクトルりエ机う

え明し、そり萌止対策を俊討すら。
Ll　　　・一
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§l　　　実　施

上　仁　美もき　乱の強要且

匪のり　と比の　り　の祓収入へ。ワト　ル′と、オ

パールブラス払4り　によって言己鎖し＼比髄叔

書1した∵。　すrJわう、　　　　　　　　　　．

i）　挽き　邑セ（正常に夏戎」巧る穀のり

吊　挽き邑叫製革、乙斤、可亭iのり

を試料ヒしそ　／6　0℃～t●601秒間∴蘇外線

別教えして鴎施し、号の前後の吸収スヤク守

ル仁と、ニ成長白書乙介丸見え討（U V Z　仁0

島津製作所製）をイ史附して瑚宜しfこ，

J．2．　色点り

正常′　池　亀も旦弓ろ乾のり　を試倒【L≡し

て、各外線加熱巨よ≡リ　200℃で3…0秒間L

kよ　ひい60秒悶絶施工†ニ…2線級の軋のり】＆銅

製L rこ。　　　　　　　　　　　　　　毒　ぎ　　ー

二見∫こ、旦点り楓象に珂する水分の射撃宣

鯛へ・ろ仁めに　九分兎杜（aw）な0　ノ　0∴22，

0．4，0．6　に摘テ昆し　こ　長滝Jこ、上述二の紙のリ

11
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と　そ　れそりれ承ノ駐下て・・2　乙鳴恨イ見拷L fこの∵ト、

娘収入へ。フト　ルLj則足しト。　促揖夕息風車ま‡、

2　0　℃　と　L rこ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

塊に、焙旭時間の異匂う　2確執の胤のり

と、　　〟しそ－tれ

叫　貿廻規　　　　　　　　　　　　　　　　…

♭）　乱と旦内放置し　て奴三五才　t Tこ　ノリ

り　払え火に竣諌し　仁のう乾燥し七」リ■

d）　虹左1円訂摘餌㍉鼠強しトノリ

以上4i軋りヌ冬主息と　し　た　の　う、オノヾ　一　ル　グラス

三日こ　よ　－ブて、吸収スへ。クトルあ利息．した。

3　2　　　臭銀紙泉

2．1．　旭草　色

F甘　7－1に、挽き乱のマ‘′ぅ乾のリサ、

路き色の弘行し欄のJリ叶えす奴．収入八再亘‥レ

と示しfこ。　綺敏的′j見13、布色め色濃倭庖

軍であうブイコエリスリンの吸収牒I二親め；j

れたク　　す′よわう、挽空色の盈、．う手乙の来て畑∂

フイ　コエリ　スリ　ンの皇吸凡し扱え（56七高）
il l

＼＝
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田
0
日
可
押
出
O
S
的
可

600

WAVEもENGTH（nm）

Fig．7－1

Absorp七ion spectra of hoshi－nOri by the opa1－giass method

and of photosynthesis pigmentS．
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に珂斥ず　る野分に＿　j舟汲水敗のブイ　コ　エリ　ス

リ　ンやヾ克ち　傾収スヤフトルと相向の　スへbクト

ルわヾ輯うんrこ。　ノ方、挽き色の弘悠い乾座

り　でl・コ、素見と几按して・56　5　九札　におけ万

般収めで・他の吸収孝と比鎖しZノ旭対畠ヨtて低く

7いてし→う。　′よお・ha・7－1にlコ・の≡つ

に食まれうえ合成色泉（プロlつフィ　ノレ‘久、

P－カーコテン、フイ　コエリスリ　ン、み・Jぴ≡フ

イ　コシアニソノの吸収スてフ．トルレも思した∴

fi3・7仙2　ほ　J6　0℃～い60針間∴孝三

のり　と焼結して碍うれ丁こ焙度．のり七で風亨吸収

スヤクトルそりある。青線色の放き一色と蒐竣Jし

たメ浩眩のりの吸収入「。クトル侶フイ　コ■エリ　ス

リ　ンの吸収頒長芋の内・520－580≠ん

と　615　7し叫をヤ′し－と　巧　さ　フイ　コ　シ′了　二宣十う

玖私通も、材ケ　乞うためレこ、可嵐為鶴城や

示す鰻収スへPク「ルー3、あた小も　グ　ロも…フ㌦

ル乱の　それl二組収Lに。　これに対してt、．挽

き色を褒施し7よい痩地のりで甘、フィ，コ耳リ

スリ　ン打よかIフイ　コテア‘こシJこ埼椒可′j庖…収
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閂
U
呂
可
的
再
○
∽
国
司

600

WAVEもENGPH（nm）

Fig．7－2

Al⊃SOrPtion spectra of yaki－nOri by七he opa1－glass method・
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諸食草に吸収や＼稚尤して、のりの互も風格邑

の　き　ヨ委化し′j b＼っrこ．

2．2．邑風リ

200℃て、、60秒間頭略した施のり甘、

乱〟仝0小主　a占　きてl‘のノJく方成功の　いす一れの阜

ド／わいても、それぐれ東販喘始当初の吸え度

と雑務LTこ。　一方、伺温風で30漸硯塊粗

目巨乳のクで■月、鉦針　7－3　に有し「㍉よ∴巨に

α〃　0・41乙∂ゞJ■ひ一〇．　乙にみい乙、ELo　0　－

650　れ肌．「二七＼すくの◆吸え及。†為し十回軋L

T二0　　この認阜帯lヨ・Fi9・7－1七’よれば、

ブイコエリスリンとフ1コシ了こ‘ン頑色泉倭

白臥こよう祓収成長帯半一枚する・。．釦℃三0

打二おし．、子月∴∵日射　7－2　に示し丁二焼栗も時間

30秒ののり　の吸収木で．クトルと丸根　れげ

玖ええの　向後は　き　っ　た養ら7よいっ千二…。　烏　う

に、半分子兎玖為永令茶巧に相当する　戌〟α2

＆十二むいて　も、輯九鬼の屈後月促かマ●■かっ上

帯∴わ、自3∴7－4に仁∵比のリヰ√の水の化■孝来
し
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山
U
Z
く
皿
∝
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血
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Fig．7－3

Infiuence of water activities on the recovery of absorotion

SPeCtra of yaki－nOri（七oasted at　2000C，30　S）．
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風見によって伺う折り腐且即とも養う蜜吉見、

色素都府べ属か11邑色として凝る令のと思われ

ろ一　思射しト動与れる五胡色の色点り′十

債由傑叫碑＆層乳としたのう、史に晩餐線上て

よって各層色に妥亀子るものと各hれう。

このときク∫フ・フフイ／レ乱も絶食碓Jニよっ　マ、

ブ1オ　フづ　テン吼Jて委私し　∫3古内且の弓尽

紅度も史に上層プ也う。　L久叶って．色舟

りと輯正　否うれ蜘て・コ、絶望軋り臥ろ好のり

も及粛叫として　たかて虚且も召フマフイコ

巳、リンええ 宣伝賃と名全k受Jiさもう　こと

呵ザ卑て一あう。
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まも．緩

§† 本新見の喪蛤

のりの品項を像揖すうために－召、イ見巌環

才覚の水と　のりの碁産み、介と巧関後も明らい．lて

＝＝上で、探風のためや最適水分鹿角を諌め

う甘阜わヾあう〃　　本／弼見てl一月　のfこわlニ　4≡つ

の自白拍凋牛　鶉2阜城下に五㌧仁兄碑の凍

雅皇遂行し仁〇　才′よれろ、ます一席魔成分・匂〔

呑見ず吉のリ　マトリクス　り沌笹とB E Tの物

碓増尾の捜給はJも使って餌新し、水とり開

催を明ういたしたク　　モしそ攻に、水に対し

て非塵にネ雇息弓左介として、フスコルビ十ン

娘を盟ひ、そら貧緒反応と蟹カノデ村に解析し

て・尊名与濾嵐寄定理治‖ノの属名恒もと乳母

も明らゎ＼巨L rこ。　3㌔　同線のテえと使っ

て、ネ新見てい初めて衷わ与れた穀のゾウ得度

級数4りと水との閏後と明　かktた。亘

して　ヤr打J水頭蝿在功ていある叶　の．畑の品
1－　　　1
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箕と丘凍え應する用後とし乙、フイ　コピリン

粂色素居島後と水秀との礪珠と明らわ＼とした

上で、ブスコルビ、ン娘と水令との覇珠も上し軽

して、乏し二の分断、よ五・、象施梅齢良いと商か′＼ノへ一一一　ヽ

〔‖た。

ノ孔Jこ、デ軋産業考てl一問題1て布フていも　r軋

き色．と　r軋庚、リ．乏取り上げ暮、水との暗て係

と明らも＼k Lそ　その戌一風と綺明したわ

以上烏吏座りが泉は各章・二木した亙りで′

ある勺＼＼　こ　れらときも念して竣対したき㌃見．1如

難の新見の員点いて珂うう∠っの終給を絹良工

1．　幸乞のりの卑分子鬼幽鬼水冷低にも、い・て

水芸各ノ技森介（ブス　コルビノ被や色泉壕色筒）

武専えに侃風され′い、虎凰

二の及牒絹．乾のりのマトリクス七で、

水の吸烏城L　して　粗ノk膿根太と殊ノ吊i碩就

とや＼塵塚　止してレ、うり＼ら7日あうと煮え▲与

れう。　す′ihう、姓水壮そ如射＝甘極地像

が高い愛息で一拐点しZいろため宣、ノト王府

●l
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司る吸点線の表面エネルギー一（C偵）月、顔

ノ机招泉城よりも高く甘フていう。　その■kめ

に　孝介了牒吸鬼火介趨血務の各水介状経木

も、い・そ，盲、両々勇武の町て属あたの提示、生れる

こと」こ′も。　　の線呆＼移泉の水食∴条軒ヒ

あり、Z、池永ノ沌領域の趣杜基にJa・、水分守坤

より扱蓬、あるい’－］蒐属し易く了い）ていろ・k

めた　餌く技領域に斎戒年　来旛舶就介来

季之のクのB E T卑瑠j鳩破局ノlL今後k拙い守

ママhk卑分子牒碩亮の水敗」二月っjていう一

日こ叶って、賓のリマ叫Jj B主Tの値甘A b、再

の胤Kす～l■すい、ブスコルビン娘の條嵐Iて吼す

うかき、lリ、史に払い水希束縛もヾ音甘さヤしろを。

他方、亭主のリヰに向由れわでA、乱す1ぅ本坊

を角げ、牲のりの学、オ手遁甥諸．ノ町針隠れ成摩．

7－tあう。　了スコノレどす碑旬喀⑨∴最温水海

食射り、熱力学結締細れjl絹う一町た畠血フ畑A＼

楓のkわの丸命煮軒の享l／之であ号も。j　巨

のよ　　K、由海水の丸腰巧　さノ恒畑㌢軒叫、隼

も／て仔風上嵐　暮庭粗と与え　と妄言功し七㌦ト歩■

ごり■　Llf
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鹿角Jこ銅して　周一比とふ　した　こ　と′葛、了；スをコ

ルビン娘J二つ1、て仁∴㌢か十風味耳頑強冬木

風上を定′いlL令粂巧を玖珠する：とと牙、十て

し、5．

2．　7スコルビン娘とフイ　コビリノ軋乙原

壕畠後の弁解・針打棒べ句風｛∵∵　盲

ブス　コルビン娘のィ針解′す、・孝絶甘Zi令

i及んによるイし孝久応であるや＼‘う」鬼払渡阜

戊絶ちうことによっ…て、守の動碑凍Alで＆和利

す　う　こ　とるヾそ、・き　ち＿　　亘　女甘く、・つてトイ鼠ほ等血庖

．＝

すうこと叫て、・きち。　亘女叶って上イ締擁㈲

とし†水禽十と財産司れば∵　早耳万場庖藩守

状鮭や†鼻毛碗j己でtあう－。　　　　　　　　　≠

一万、7ィ　コや∵リ　ン各自傾ぎり璃」倉上蜃

畠頃の蜃胤とも東部舟の食止と甘、象Jを吋温．

閑している。　号のサUめ上　策の困り複も叫す

′よわち壕白象り受止と酢？弓㍉nうー。　蜃刺象

の臭化■了　解具頑霊 恒■㍉っ　て庫凍え正し七十■【

うち翼端旦ノ町費kして廻，う。　牒 木戸項∴條

包努々で隻蝿ううため恒半　壊白腰木藤彗斬る＿‘
二三日・∴ごり
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火の眉鬼可’碇各であう。　す　布わ㌻う、フパコ

ピリン明・専足れ香るLため匹長、針由来叫・点嵐

と　′いうれ′甘、よいので、了ス　コJレビ．ノ娘の塙松－

より　と　比埠現高、、水名東巧で“昔風ていあ耳。

3．　李；のり保風に打けちこ攻李㌫腺」火．入れ」■

英増の恵み　　　　　　　　　　　　l

章をのりの二弦乾燥姐粗相、学に卓iの一J

の合来季も払下ませ5ためで′す7才＿く、加恕否

う　こ　Lによっ　て、乾もリ　マトリクス．のノ恒か料

点者混線を貴地まで・る…。　す′Jわち二　線の再

′1犬入れ祖姥ヒよ≧つ一て－、マト　牛クネり泉勒ヰ

ネルで一互換下す且∴ノlく…とり塵互井何祖と▲搬

ダブ亡う。　また．1マトリクス亘励函紙と底

甘っ　て、ノkk対し　て　ネタ島地L甘うー。　　し転■町

r z、ニヱ　乾燥郎埠主守って、史人丸L kきら

り′1奴虜Lにくく′i甘、より侃巌他心で甘如け

4．　フ　イ　コエリすり…ノり．蜃牒与化け■れ巧
t

［

：ごりJノ畏）
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ノk鳥．化のリJて対し乙　もネ名付卜甘隠傾

左付与す　う。　すりわう、のりの虎屋鎧戸射い

紆舵ザi裾東北も孝＋木場凍、フヨイ　コピソケ

僚白後叫フイ　コビリ　ノ十へ　わ＼j濾紬し工∴の

り　くトリクス∫こ唆点すろ。　吸木したフ．イきつ

工十スリン，コ季圧珂して専見地と増す不マ・上

このよう　′J吠敗の乾■の主上と麿度し…乙，も「腰き

色」・了と、′巨、。　　　　　　　　　≠　　　　盲

きた、「私見リ．のj乳象J圭　子心＆再

蜜柑状態Jてあるフ∧イコ宜リスリノ木、ノ1く守由

一如く）の鬼左下て・・∴打ち小。梢塩局後を養姜巧

こと叫原因と′いて私生有る。　フィ・コエ妻リ

スリ／壕畠賃の腐乱町重複ううの王イ半フそし

す禍都のl掩え鬼も向後L、宴乳，乙庖寸二　言

鼻窒すいし。のり万一みうれ耳か萄邑…ら潅

片リ′甘、フイ　コエ車スリ　ンボ・戯愛鉦と隠し恒

総見と′いj　お　りも、ク七七フィ　ル…久叶線射化

して車彪色の　フェ右フ十才ン孔厄宵う・た困た

かフラノ　イド縁り頚叫ソ締司さ　し引，　二木と

を成したフイ　コニトリ∵スー／あ紫■■中年裁巧や
、三日　一一日
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tltノ‡

邑Zいある。　本兎、耽　也の困京の丹

ば、色見十王、熊木リ宥和射融か頼巨⊥

よ　り、フ　イ′コ　ピリ　ン虜ミ
ノ
日雇康邑 後は庭庭に

他三七心′3甥とすすこ…し両打画てt，庫困

でく、場裏■再巨紅弁才庫■ て 言も B E
！

丁

に
　
を

ま
○

チ射彼恩ノk拐蓮線度木卑し、困看牌極まぐ楓l

“
劣
　
り

，

一

I

I

．

1

1

L

 

r

・

i

卑
∴
の

をイ呆風可ろ7よい甘十色浪再座像…り風規盲と毎

ず　ら　こ　ともヾ　て叫竺　うJ．

§之　今後の朋党と風碧

ふ新見巨£　フて∴のり…の亨の勅の 弧嵐殿

賂勺ヾ明f小匠73リ、品登り虜必K■鉦わ豆底扮

とノlくしっ相相星　用用町　や＼′打十叫 しリa
J

l
′ 喜て主要

女。　し‥かし、オ朋鬼子の吋呆藩頒雄畑須射厳木

一

　

－

声頑すう了二めに′十∴打・わく庫拘⑭困舟木来

ていう。　kとえ甘，確言114儀iUを庭頼経廉・

すう水食奈角。∴　学令iノ廃藩来季Uz’’あ うjと

まわれてき友。　し申、∴し∴榔々き。ガ・令頼っ十

Z′つ森且L Zも、丸kJヌすし々旭像亘伐木再薄

みくり孜介やヾ混産れう撮　托穴場溜り甘み困て

剖　一二日



＼いl

i　－　lIパ

り　　の　へて左∴猪て凍庚亘庚の

可ろ・こ…と′了で●空　′JjLヽ上 勺す

厳木線し亘∴痢虹凍斬掬漸小塙
㌦ノ

乞うザ寄りヾあう．耳わ＼木組再㈲斬再拝

り低木′奇手で・′つ、廉潔頼ネ刺見本頼う
や、し、追っ丸久わ町、瀬畑梱柊車上再

S　　　　　　　　．　　；，　．．＿　i　　　、　　・

あ藍生したりううこ王立永塚再

巧の立場。＼うlコ、榔賃雇の榔言引算

蕨と完了｛牒舟巧十、十十本耳。 、L　や＼し、

▼
　
し

与玖上の長軸煤恥竜】み1与訂うヰ庵．、甘咤小鴨

督娘化も式乏′‖風塵て、あう。 L kかUr　て蔓、】

のりり珠嵐17　釈牙と止と木酢戊と甘木詑線

しレ∴ヒ∴㍗、隠退硯鹿やガス牒解凍上凄来い、厄

級東泉ぜ畑乞7fと、・．の一紙の塚武ブえ…り協働輔得雁庵

ヤ＼　ノチタを竺弓れう。

－ノ仁「低まむJ甘さ困「滝上打リ十木、

のりの，㌔額恒了を尊で∴みう圭。 十小パ∴∴‰腰

巧頑瓦にみいZ、骨髄．のり木彼息と親木て

う姥正zl、17、結線加上の恢満車、隠す阜ケ木

にくいのりを力つけ≡う葦こ心l十芽可≡絶亘膏血立上

二日一　二二日
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本朋私によれば、フ【イ　コ七上目ス月

九才う崩と鰊今JU辛　みみ　寵華藩の

ス畳ののりと掩う疎息姐頑K卜射し、皇て
こいつ届散でtある。く　亘∴久1朝ヾっ

‡
l

射升紘一上∴今、頼確執項柚木困7頼

弓十あフて、その丸私も塩瀬、毒す櫛の

弱れれる。　色斤リサつ

の場合ヒ　同線に胡凰夜う

巧乃わ」う、

々
ヨ

レ

一．、
暮凰閏一

く
♂

照て
′介あ

ル互
ヽ

一

ノ

′
lの

均虹で雪　う　武＼浸透木月か隠

藩牒亘

亨」で且腺与恒
1

る才
ノ

村オわで頒解　し東リ、略言　し葺く
H
d

ざノれ∴在り巧さネ都万叶ます耳。

色点、リのか‖勾　明明　軒にし友一叫、＼

秀麻兄畑、

瘍辛

も、叶う可策に純度L与えち’こ弓と甘省き了ふっ

快。　今後の新見に　色えっ屠場▲拘摩れあ【う

フづ］ピリンの委椎礁β絹を斬し右上そ

体現電・彷虹裳も紹且すること下せ守山か。

し・りi コIJ　こ～tj
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軸　碑

太新見をまとめるk酸しそ∴　ご懇篤甘る

二一露草と‥、■匪払え網わ台としもた、夙総見ぎの

こ、′絶間と鯛わってて、払渡え孝叡上級の矛耳鹿濁

拷七、泉かに司軋級の今月　鬼修士∴月㈲

康博土、苦境　傑漕士l二、嵐亘より御礼L　凍

し上でも。　また 頻見え速めるK僚享L宣二

ご＼指阜泉か…に骨吏′言うご・励まと鴫わつ≦Fこ、心

入魂芭頻度香西息の大恩　酬皆土七、主産妻研

克象の私大　健在に、誅基の観象、あ泉すう。

まに　Å新見を軋じて、終始壕象牙もご脚色

も破損し、み働ヨLa朗わっ†二、東泉ノ‡く鼻大塚

鮫皮の密鼠径丸堵士、壷ひK同朋風波の私

産且博士、呵朋子の水飴秀丸博士に、尽く御

礼む申し上げ●るとともに、友一じよよ　‖謝烏、’むl才7

し上げろ。

J U
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長　　　船

り　朴　密語・小泉千秋∵野中牒三九‥　日

永誌、　39　10∠十5－10・4　9　日973）
′

2〕干鱒・．各・β鳳虜應・ム膚　毅：白水

三も　4　7　　8　9　－　9　3（19　81）．】

封　定木　棄・ノト再風月・大局　剛・懲嵐

栗・上野順士・嵐山　も：

ノ

ノ
白刃く紘　4i8

占∠十3　－　6　4　6（13　8　2）．

4）乳永　覚・小目目顔男・大屋　剛・七麿

噂で　■　款嵐∵央・孝吉総司・漉嵐山　虻‥

日71く払　48．647　－　65日（1982上

占）　土屋絹房・ノ鈴木芳夫・紘丞木　鋤：牒

水音も＿27　　9I　9　－　9　3　3（19　6　ト）．

り　應武美短尺・電旧別表戸・巫車力＼ほろ

野佳日を巧・天野み臣：l∃氷払ノ 49

9　3　う　ー　9　3　8（13　8　3jト　　　　・

7J　大路試失・虜孝　稀‥白水言もノエノ

7　9　5　－J　9　8（仁3　3　6）．…　　　　　羞

8）嵐山　え・タ吉そそ司・乳木上東いJ付・l
．一日　∴∵ごり



2　07

泰男・大風　剛・上郷憤士・索敵　東∴

日水音左　4　9　　7　8　7　－　7　9　3（1583）．

9J　ノ上月虎男・乳永　覚・メ烏　瑚・嵐山

乳：白水紘ノ

rl j　8　3）．

49　　JI　4　3　－II　4，7

いり　乳木製・ノいり虜月・天恩　剛・嵐山

‰■小．妹、章う夫：日永吉も　49　J7I7－
ノ

I　7　2・0（13　8　3）．

Jl）H・SALh′＝N：右♂∠　苑⊂∠〝。ノ1⊥三／∫94

－5　3　5　し1、9　5「9J．

‖号∴∫（㌔uNAuERノ　モ・廿EMnE－てノA¶dモ・TELLER

‥ノ∴イ示・召㍍叫・ふ乙・ノ旦逗′　つ・〇、91－3号

（1　8　3　8　上

Iヨ）東野秀臣・野圧‖な行・雄口　蓋阜：白刃く

払ノ⊥旦旦ノ1279　I282（月80上

卜4〕　月山岩軍人・庚晩成月・富ム暦夫：日永

詫ノ　」旦ノ　415　－4†81∴19491

I5）新開頗卜坪・はいコ絹子：牒米吉ノ　旦且

7　0　3　7　一　一　0　4　2（19　占　G　上

目ノ　射　栄莞・力、息子′玖・野子豚三え十日
り　　LLj
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ノJく狂ノ　＿ヨ阜′　讐　051－1054日973）・

17〕小幡欄Å郎・ム海　象：臼ノlくねノlj．

7　9　3　一　之　0　2　日　9　4　9J．

18）眉丸顔三・角靂練劇・天敵　塵：湧水

大府扱ノ 58∴　∵　∫　－　7　日　9　7　乙）．
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